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１　ブスが出会った素敵なイケメン












「ねえねえ、真里菜まりな。部活、どうする？」

「う、うん」

「大学生になったんだから、なにか入ろうよ」

　同じ高校から進学した友人、三村みむら沙織さおりは言った。

「テニスサークルなんて、どう？」

「そう、ね……」

　だけど運動が苦手な私は、彼女からの誘いに積極的に乗ることができなかった――。






　色白で背が低いためか、ぽっちゃりして見えた。そのうえ鼻は丸く、少し上を向いている。そんなブスな私こと、八木やぎ真里菜の陰のニックネームは『子ブタちゃん』というようだ。

　周囲はこっちの気持ちなど構うことなく、平気でからかってきた。もう、言いたい放題だ。

　しかし軽いジョークであっても、当の本人は傷付いているもので。小さな心を痛めていた。泣きたくなるときもあった。

　それでも、言い返すことはできない。引っ込み思案で少々根暗、真面目で律儀。責任感が強い割には気が弱い私は、いかなるシーンでもただへらへらと笑うしかなかった。

　外見的にも性格的にも欠点だらけ。ダサくて人付き合いが下手。そんなブスが深刻な顔で涙など見せたら、間違いなく辺りの空気は一変してしまうだろう。友達さえも失いそうだった。

　だから私は、少しでもいい大学に入りたかった。ブスがこの先、幸せな人生を送るには、学歴をつけるしかない。

　そこで私は、大学受験を死に物狂いで頑張ったのだ。

　高校の授業があるときは一日六時間、夏休みは十二時間、猛勉強した。もともと頭がいいわけではない。ひたすら努力でカバーし、夢を叶えるしかなかった。

　通学時も決して無駄にすることなく、英単語や世界史を必死で覚えた。本を広げられないときは耳にイヤホンを入れ、英文を聴き取る。

　これまで比較的ダラダラと過ごしてきたが、将来がかかっていた。絶対に、後悔だけはしたくない。

　突然受験勉強を始めた私を、周囲はどこか呆れたふうに眺めたが、そんな視線に負けるわけにはいかなかった。

　そして私の努力は実を結び、第一志望である慶明けいめい大学社会学部に合格したのだ。






　つまり私にとっての大学進学は、外見では決して勝負することのできない未来を、少しでもよりよいものに変えるためのもの。だから、大学に入ったからといって遊ぶつもりなどなかった。

　コンパに行ったところで、ブスが相手にされるはずはない。当然ながら、結果は見えている。

　それならば、就職難といわれるこの時代を乗り切りたかった。周りが遊んでいる間に、少しでも勉強し、ブスでも受け入れてくれる企業を探したい。

　だから私は、部活はやらないと決めていた。サークルといえども、活動するつもりはなかった。ましてや、運動系なんて――。

　しかしブスで根暗、真面目で引っ込み思案の私は、同じ高校から進学した、今一番仲のいい沙織を無下にすることができなかった。そうやすやすと新しい友達を、作ることができないからだ。

　彼女とは、高校のときはあまり親しくなかったが、同じ大学の同じ学部に入ったことで毎日一緒に過ごしている。

　明るくてキュートな顔立ちの沙織は、女の私から見ても魅力的で。モデル並みのプロポーションに、ブラウスにミニスカート、今流行りの膝丈ほどのカーディガンをお洒落に着こなし、周囲の目を惹いた。

　そんな女子力の高い彼女と友達であることは、なんの取り柄もない私にとって、ちょっとした誇りでもあった。

　こうなったら、遠回しに断るしか……。

　私は困った顔を演出し、

「実は私……運動が苦手なだけじゃなくて、テニスは一度もやったことがなくて……」

　と沙織に訴える。

　しかし、

「そんなの、私もだよ。一緒に練習しよ」

　彼女は当たり前のように言い、

「どうして私がここまで、テニスサークルにこだわるか、わかる？」

　そう質問したのだ。

「さあ」

「超カッコいい、ミスター慶明の桜井さくらい亮介りょうすけ先輩がいるからよ」

「ミスター慶明の、桜井先輩……？」

　目を輝かせる沙織に、私が聞き返すと、

「まさか真里菜、知らないの!?」

　彼女は目を見開いた。

「う、うん」

「ていうか……桜井先輩を知らずに、よく慶明大生って言えるよね」

　呆れたふうだ。

「ご、ごめん……でも、そんなにすごい人なの？」

「イケメン過ぎて、芸能事務所からスカウトが来てるくらい」

「そう、なんだ……」

　彼女は本当になんでもよく知っていた。

「しかも、大企業の社長の息子なんだって。聞くところによるとマスコミ志望で、テレビ局を狙っているらしいよ」

「うわぁ……」

　私はそのミスター慶明だという先輩に、とくに興味はなかったが、沙織があまりに熱心に話すので、必死に相槌を打った。どこまでも調子よく合わせる。

　……。

　どうやら沙織は、ミスター慶明の桜井先輩狙いで、テニスサークルに入ろうとしているようだ。

「ね、一緒に入るでしょ？　真里菜と一緒なら、楽しいと思うし」

　それでもひとりだと心細いのか、強引に私を誘う。

　気持ちは、わからなくないけど……。

　ついに彼女は、別のセールストークまで持ち出した。

「テニスサークルって、桜井先輩以外にも、イケメンが揃っているらしいよ」

「そう、なの……？」

　だけどいくらそこに、ミスター慶明の超カッコいい先輩や、その他のイケメンがいたとしても――ブスの私には関係なかった。個人的に親しくなれる確率は、ゼロに近いだろう。

　却って、そのイケメンたちに下手に憧れたり、心を奪われたりしたら、痛い目に遭うのは目に見えている。叶わない恋ほど、辛いものはない。

　生まれてこのかた彼氏がいない私は、人一倍恋愛に臆病だった。自分をよく知っていた。振られて傷付くくらいなら、初めから男性とは係わり合いたくない。

　だけどこんな惨めな心情、とても沙織には話せなかった。打ち明けたところで、男性に困ったことのない彼女には伝わらないはず。

「サークルだから、テニスも本気でやらなくていいし。目的は、テニスを通じて交流することだよ」

「……」

「真里菜もそろそろ、彼氏がほしいでしょ」

「えっ？」

「今まで誰とも、付き合ったことがないくせに」

　沙織は説得を続ける。

「だとしたら、セックスもまだだよね」

「セ、セッ……!?」

　さらりと飛び出した破廉恥な言葉に、私はどこまでもたじろいだ。いつしか頬が火照り出す。

　……。

　これまで男性と縁のないところで生息してきた私は、その種のことに免疫がなかった。話すことさえ恥ずかしい。

　しかし、

「私が思うに、真里菜こそ、サークルに入って彼氏を見つけるべきよ」

　どこか上から目線。

「キスだけでなく、その先の気持ちのいいことまでセットで試せたら、ラッキーでしょ？　早くしちゃいなよ。いつまでもうじうじしてたら、一生バージンのままだから」

「え……」

　私はその先の言葉を失っていた。彼女とは住む世界が違うのだ。

　すると今度は慰めてくる。

「大丈夫。もし気に入った人がいたら、私が全面的にバックアップするから。贅沢さえ言わなければ、真里菜も彼氏が見つかるよ」

「私は、別に……」

　外見にコンプレックスがあるものの、なにがなんでも男の子と付き合いたいわけではなかった。もちろん誰にでも、バージンを捧げるつもりはない。

　だけど沙織は、私が男に飢えていると決めつけているようだ。

　確かに未だセックスどころか、キスの経験さえもなかった。そういう意味では、彼女の推測は正しいと言えるけど――。

　でもたとえそうだとしても、今一番仲がいい沙織から、言われたくなかった。私は軽いショックを受ける。惨めな気分になった。

　とはいえ、なにかを言い返す勇気を持ち合わせていない。

「じゃあ、決まりだね」

　どこまでも強引な沙織に、ついに私は頷いていた。






　男の子と付き合ったり、エッチなことをしたり。その種のことに人生の軸を据えられる可愛い沙織が羨ましい。彼女にとってのそういうことは遊びの一環で、大したことではないのだろう。

　だけど私は違う。男性と会話するだけでも緊張した。なのにキスやその先の気持ちのいいことなど、想像の範囲を超えている。

　だいたい、ブスの彼氏になりたいなどという、ボランティア精神にあふれた男性はそうはたくさんいないだろう。

　その数少ない人と地球上で巡り合い、互いに好きになる確率を考えれば、期待しない方がいいと思うのは当たり前だった。だから私は、恋愛したいという気持ちを捨てていたのだ。






　私がテニスサークルに入ることを承諾すると、

「行くよ」

　沙織はにこやかに告げた。

「どこへ？」

「テニスサークルに、決まってるじゃない。善は急げと言うでしょ？」

「あ、うん……」

　沙織に引っ張られるまま、私はテニスサークルの部室まで赴いていた。






＊＊＊






　私たちが入ろうとしているのは、五人以上の部員が集まれば作ることができるというテニスのサークルだ。そう、サークルであって、正式な部活ではなかった。

　なのに大学構内には、サークルのための部屋が設けられているという。しかも昨年できたばかりの新校舎の中にあって、とても綺麗。同じ階にはシャワールームまで完備されていた。

　もちろん部室の中には、男女別のロッカールームと更衣スペースがあって、充実したサークル活動が行えるようになっている。






　部室のドアの前に立った沙織は、少しドギマギした顔になった。息を呑むように、そこをノックすると、中から、

「はい、どうぞ」

　男性の声がする。

　彼女はちらりと私の方を見て、くすりと笑みを浮かべ、

「失礼しますぅ」

　と、いつもより高いトーンでドアを開けた。






　一緒に中へ入ると今度は、

「こんにちは。入部希望の者です」

　元気に声をかける。

「わあ、いらっしゃい！　どうぞ、ここに座って」

　これからテニスコートへ出向こうとしていたのか、テニスウェアを着てラケットを片手に持った女の先輩がにこやかにそう言った。

「あ、はい。ありがとうございます」

　勧められるまま、二人で中央にあるテーブルの席に腰かける。

「社会学部一年の三村沙織です」

「同じく社会学部一年の八木真里菜です」

　沙織が名乗ったので、慌てて自分の学部と名前を口にする。

　そして沙織は、

「私たち、テニス観戦が大好きで、やってみたいなと思ってたんです。だからぜひとも、テニスサークルに入りたくて」

「……っ！」

　平然と話した。

「なんだ、嬉しい。ちなみに私も社会学部よ。三年で副部長の田中たなか桐子とうこです。よろしくね」

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

　やる気満々の沙織はぺこりと頭を下げる。

「よろしく、お願いします……」

　隣にいた私は、ワントーン低い声でそう言い、同じように頭を下げるしかなかった。

　清潔感が漂うサークルの部室には、テニスウェアや私服のままの男女が半々、数人の先輩たちがいて、彼らも私たちを歓迎してくれているようだ。

　沙織が話していたみたいに、大会に出て激しく競ったりするわけではないため、どこか雰囲気はのんびりで。運動が苦手な私は、ひとまずそこにほっとする。

「観るのは好きみたいだけど……三村さんと八木さん、実際にテニスの経験は？」

　今度は副部長の田中先輩が質問した。

「二人とも、初心者です」

　代表して沙織が答える。

「そうなんだ。あ、でもここはサークルだから大丈夫よ。テニスを楽しめばいいの。初心者でも、ラケットの持ち方から丁寧に教えるわね」

「うわっ、ありがとうございます！」

　沙織は喜んだ。

　親切に説明してくれる副部長の田中さんに、私も好印象を抱いた。運動が苦手で、テニスなどやったこともないが、頑張ってみようかとさえ思えてくる。

　そのあとも先輩はコートに出ず、私たちに付き合い、部室やロッカールームの使い方、ラケットやウェアなどの持ち物についても詳しく教えてくれた。

「来週の月曜が本新歓しんかんなんだけど、二人の都合はどう？」

「本新歓、ですか……？」

　聞きなれない言葉に、私は問い返す。

「あ、ごめんね。新入部員歓迎会のことよ。本新歓は最後の歓迎会だから、入部する人全員に集まってほしいの」

　田中さんはそう言ったあと、

「もちろん費用はなしよ。私たちの奢りだから」

　とも付け加える。

「えっ、いいんですか？」

　恐縮するように聞いたが、

「これもテニスサークルの伝統だから」

　田中さんはにこやかに言った。

　新入部員歓迎会では、先輩たちがご馳走してくれるようだ。とくに本新歓は最後の、締めの歓迎会となるので、派手にパーッと行くらしい。

　私たちは未成年なのでアルコールは口にできないが、二十歳を過ぎた先輩たちは飲んで食べて、大いに盛り上がるようだ。

　そのため本新歓に参加したら、やはりサークルに入りたくないという選択肢は許されなくなる。だからいい加減な返事をするのではなく、私はもう少し慎重に考えたかったのだが――。

「はい、喜んで。ね、真里菜」

　沙織が私の分まで答えた。

「は、はい……」

　仕方がない、一緒に……。

　不安が拭い切れたわけではなかったが、そういう結論に達していた。






　そして私たちが入部の意思を伝えると、

「じゃあ、これ。書いてくれる？」

　田中さんは『入部届け』を差し出す。

「わかり、ました」

　私が書き込もうとすると、

「ところで……」

　なぜか沙織がまた口を開く。

「なに？　質問があれば、今のうちになんでもどうぞ」

「では……」

　と、遠慮を知らない沙織はとんでもないことを言った。

「確認ですが……テニスサークルの部長さんって、ミスター慶明の桜井先輩ですよね」

「え……」

　その瞬間、田中さんの表情が変わった。

　おそらく男子目的、つまりイケメンの桜井先輩が目的でサークルに入ろうとする女子学生はたくさんいるのだろう。そのたび彼女は不快な思いをしているようだ。

　けれど沙織は、田中さんのそんな変化に気付くこともなく、さらに厚かましいことを頼んだ。

「練習ですが……桜井先輩に直接、見てもらえますよね？」

「どう、かしら……」

　田中さんは曖昧に答えた。

「お願いします！　私、桜井先輩のファンなんです！　だから絶対、桜井先輩に教えてもらいたくて。それでサークルにも。なんとか田中先輩から、頼んでもらえないでしょうか？」

「ちょ、ちょっと沙織……」

　私は思わず、失礼な沙織を咎める。しかし、

「もしかしてあなたたち、本当はテニスじゃなくて、桜井先輩が目的なの？」

　田中さんから逆に質問された。

「あ、ごめんね。怒っているんじゃなくて」

「……」

　さすがの沙織もずばり核心を突かれると、動揺するらしい。それでも真実を告げるのは恥ずかしいのか、

「いえ、そういうわけでは。ただ、テニスのサークルに入ろうかなと思ってたら、こちらの部長さんがミスター慶明の桜井先輩だと、小耳に挟んだもので……」

　苦しい言い訳をした。

「ホントに？」

「はい」

「なんだ、よかった」

　田中さんはようやく微笑んだ。

「桜井先輩だけど……今年は四年で就活が忙しくて、もう引退しちゃったの」

「そうなんですか!?」

　沙織の驚きようはただごとではない。

「部長と副部長も、この春から三年の私たちが引き継いでるし。桜井先輩、ときどき顔は出してくれるけど、いつもサークルに来ているわけではないのよ」

「です、よね……」

　しかし沙織は明らかに、肩を落としたようだ。

　そんな気持ちを察知したのか、

「だからもし、桜井先輩がいないことで予定が変わったのなら、無理しないでね。今からでも、入部を取りやめて。私としては、残念だけど」

　田中さんはそう言い、苦く笑った。

　この先輩は本当にいい人だ。桜井先輩が目的でサークルに入ろうとしていた私たちを責めるどころか、気遣ってくれている。

　同じ社会学部だし、これからの大学生活で困ったときなど、こんな先輩が身近にいたらどれほど心強いことか。

　どうしてもテニスがしたいわけではなかったが、私はこのまま田中さんと縁を切るのが惜しくなった。だから、

「平気です、入部させてください」

　私はペンを取り、入部届けを書き始める。

「あ、じゃあ……私も……」

　沙織は抗議するような視線をちらりとこちらに向けたが、それでも渋々ペンを取り、同じように入部届けを書き出した。






＊＊＊






「ねえ、真里菜。ホントに入るの？　テニスサークル」

　部室を出たあと、沙織は聞いた。

「そのつもりだけど……なんで？」

　たったの今、テニスサークルへの入部届けを書いたばかりだ。田中さんも、とても喜んでくれた。来週から、練習に参加することにもなっている。

　――にもかかわらず。

「どうしようかな、私は」

　沙織はおかしなことを言った。

「でも、誘ったのは……」

「確かに誘ったのは私だけど、急遽予定が変わったじゃない」

「桜井先輩が、引退しちゃったってこと？」

「うん」

　ミスター慶明の桜井先輩がいないと聞いた途端、彼女はテニスに興味がなくなったようだ。そして挙句の果てには、

「やっぱ、やめようかな」

　信じられないことを口にした。

「や、やめるの!?」

「申し込みはしたけど、まだ本新歓にも行ってないし。気が変わったってことにして、取り消せば大丈夫よ」

「でも田中先輩、あんなに喜んでくれたのに……」

　私は弱々しい声で抗議する。

　だけど、

「平気よ。あの人だって、やめていいって言ってたんだし。気にすること、ないない」

　彼女は当たり前のよう告げた。

　なんという、無責任な……。

　私はそんな沙織に、心の片隅で溜息をつく。

「ねえ、それより……今からスキーサークルにも行ってみない？」

　さらに勝手なことを言った。

「スキーサークルって、飲みサーっていわれるくらい、遊び中心で楽しいらしいよ」

「飲み、サー……？」

「飲むだけのサークルってこと」

「私たち、未成年で……」

　沙織はそう言いかけた私を、面倒くさそうに見た。

「真里菜も男見つけるだけなんだから、スキーの方がいいでしょ」

「……」

　外見に自信のない私は、人から嫌われるのが怖くて、いつも自分の意見を呑み込んでいた。常に人に合わせている。

　だけど今回ばかりは、沙織に同調できなかった。良心が痛むからだ。

　もし私がスキーサークルでなく、やはり申し込みをしたテニスサークルを選ぶと告げたら、彼女は怒るはずだ。友達をやめると言い出すかもしれない。

　それでも私は、あれほど親切にしてくれたテニスサークルの田中先輩をどうしても裏切れなかった。

「ごめん、沙織。申し込みもしたから、私はこのままテニスを始めてみる。もしスキーのサークルの方がいいなら、気にしないで行って」

　言葉をオブラートに包み、話したが、

「そ、わかった」

　沙織は短く言った。

「だったら私がテニスサークルをやめたこと、さっきの人に伝えておいて」

「う、うん……」

　やっぱり、怒ってる……。

　そして最後に彼女は、

「はーあ、せっかく真里菜に、彼氏を見つけてあげようと思ったのに。人の好意を無にするなんて、最低ね！」

　そんな捨てゼリフを残し、スキーサークルの部室へと向かった。
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　沙織、まだ機嫌が悪いかな……。

　同じ高校から進学した彼女と、せっかく仲良くなれたのに。どうして私には、重要なタイミングの協調性がないのだろうか。

　もう少し、話し合えばよかった……。

　ブスで引っ込み思案な私が、大学で新たな友達を作るのは難しい。もし沙織に愛想を尽かされたら、ひとりボッチになってしまうだろう。

　でも……。






　そんな心配は的中した。案の定、翌日からの沙織は私を避けるように、別の女子たちと行動を始めている。

　……。

　入学してすぐなら、別の友達にも巡り合えただろう。だけど、四月末のこの時期では、すでにグループが形成されていた。

「仲間に入れて」とか、「ご飯、一緒に食べない？」とか。気軽に人に声がかけられない私は、本日よりボッチの運命を歩むしかない。

　ふう……。

　それでも沙織のお陰というか、なんというか。来週の月曜日からは週三回、テニスサークルに参加することができる。

　高校からの友人を失ったショックは大きいが、とりあえずサークルへ行けば人と係わり合うことができた。他学部であっても、学年の違う先輩であっても。

　くよくよするのはやめよう……。

　今ではテニスサークルが、小さな希望になっている。これで少しは、孤独な大学生活を送らずに済むだろう。

　だから本当は、すぐにでもサークルに顔を出したいところだけど――。

　「来週からお願いします」と言った手前、下手に真面目な私は、簡単に変更したいと頼めなかった。

　あと少しの辛抱……。
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　その日私は、ひとりで学生食堂を訪れていた。

「なに、食べようかな……」

　だけど、案外平気な自分に驚いてしまう。これが協調性のない自分、八木真里菜の正体かもしれない。

　考えてみれば、これまで沙織に合わせて無理してきたような……。

　彼女の話を当分聞かなくてもいいと思うと、どこかでホッとしていたりもする。

　変なの……。

　親子どんぶりを食べることにした私は、それと飲み放題のドリンク券を券売機で買った。

　まずはどんぶりを受け取るため、カウンターに並ぶ。そのあとはいつものドリンクコーナーへと向かった。ドリンク券と交換し、コップをもらうのだ。

「今日は、グレープジュースにしようっと」

　私は炭酸入りのグレープジュースを、ドリンクディスペンサーからコップに多めに注いだ。

　慶明大の学生食堂は、百円でドリンクが飲み放題だ。主にコーラなどの炭酸飲料が中心だが、何杯も飲めて学生にはありがたい。

　私は正方形のトレーに、親子どんぶりと並々と注いだグレープジュースを乗せた。座れる席を探し始める。

　食堂が満席でも、一席ぐらいは空いているだろう――などと高を括っていたが、なかなかいい場所は見つからない。

　午前の授業が終わり、ゆっくり食堂に来たのがよくなかったようだ。すでにグループ単位で席を取り、大勢が盛り上がっていた。

　たとえ一席空いていたとしても、私の性格ではそんな隙間にとても潜り込むことなどできない。

　あの辺りに、入れてもらおうかな。あっ、やっぱり、無理……。

　私はトレーを持ったまま、食堂内をうろうろした。そしてようやく見つけた空席へ、急ごうとしたとき――。

　バッシャン！

　話しながら歩いてきた、男子学生とぶつかったのだ。

「あっ！」

　その瞬間、親子どんぶりが乗ったトレーが、手から離れた。床に落ちたそれは、すでに食べられない状態になっている。

「わ……」

　しかし問題はそこではなかった。

「す、すみません！」

　並々と注いだグレープジュースが、すらりと長身の男子学生のベージュのチノパンに、見事にかかっているではないか！

「た、大変！」

　ど、どうしよう……。

「ご、ごめんなさい！」

　私はすぐさまバッグから、ハンカチタオルを出した。しゃがみ込み、謝りながら、その人のチノパンを拭く。

　しかし、布に染み込んだグレープジュースが簡単に取れるはずもない。

「駄目だわ、どうしよう。このままじゃ、シミになっちゃう」

　私は今にも泣きそうだった。

「あのズボン、脱いでもらえますか？」

「ここで？」

「じゃなくて、どうしよう……すぐに洗わないと、取れなくなるのに……」

　パニックになっていた。焦るあまり、変なことまで頼んでいる。

　けれどその人は失礼な私を怒るわけでもなく、落ち着いたハスキーな声で、

「もしかして、一年生？」

　と聞いたのだ。

「あ、はい」

　と、声のする方を見上げると――。

　うわっ……。

　不謹慎だと知りつつもその瞬間、私の心臓はトクンと大きく跳ねていた。長身の彼が、あまりにカッコよく、眩しかったからだ。

　少し焼けた素肌に、さらりと額にかかる前髪は、清潔感にあふれている。どこか知的な切れ長の目に、筋の通った鼻。白い歯を見せて穏やかに微笑む引き締まった口元に、すぐさま心が奪われている。

　おそらくこれを、ひと目惚れというのだろう。

「ホントに、気にしなくていいから」

　そのイケメンはどこまでも優しい。

「で、でも」

「話しながら歩いてた、こっちも悪いんだ」

「……」

　親切な彼に、私の心臓はさらにドキドキと鳴った。深呼吸しても、それを簡単に鎮めることができない。

「それより……君の食事が、駄目になっちゃったね」

「えっ？」

「今から、食べるところだったんだろ？」

「い、いいえ……」

　私はとっさにそう言った。

　誰が見ても、床に落ちた親子どんぶりは、ほとんど手を付けられていない。だけどそんなこと、心配してもらうのさえ申し訳なかった。どんぶり好きなブスだとも思われたくない。

　だから、

「ち、違うんです。ダイエット中で。いっぱい残しちゃいましたが、食べ終わったところです」

　私は嘘をついた。

「だったら、よかったけど……」

　信じてくれたのか、くれないのか。彼は小さく息を吐き、視線を床に落とす。

「あ、だから……ここはあとで、私が責任をもって片付けます。そんなことより、ズボン……どうしましょう。すぐに洗えたら、いいのですが……」

　加害者のくせに彼を見て、ぼーっとしている場合ではない。私は自身を戒めた。

　そして改めて、仕出かしてしまったとんでもない罪に狼狽える。

「ホントに、申し訳ありません！」

　どれほど謝っても謝り足りないが、それでも謝罪を重ねるしかない。ふたたび深く頭を下げた。

　――しかし。

「こっちは平気だ。部室に着替えがあるし、家も近いから」

「でしたら少しですが、クリーニング代を……」

　私は慌ててバッグから財布を取り出したが、

「そんなの、一年生からもらうわけにいかない。ホントに、大丈夫だから」

　その人はまた優しく微笑み、立ち去ったのだ。
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　グレープジュースをかけてしまったイケメンの先輩は、あれからどうしただろうか。

　着替えが部室にあるとか、家が近いとか。そんなことを言ってたけど――。

　彼は何部に、入っているのだろうか。大学近くでひとり暮らしをしている、地方出身者なのか。

　だとしたら、洗濯は面倒なはずで……。

　もし洗濯してもシミが取れなかったら、クリーニング屋へそれを持っていくだろう。

　やっぱり、このままでは……。

　私は学生食堂でぶつかり、多大な迷惑をかけてしまったその先輩のことばかりを考えていた。






　翌日また私は、学生食堂に来ていた。もしや昨日の人が、ふたたび現れるのではないかと思ったからだ。

　もう一度きちんと謝り、クリーニング代を渡したかった。『クリーニング代在中』と書いた封筒の中に三千円を入れ、用意してきていた。

　しかしそれ以降、彼が学生食堂に顔を見せることはなかった。

　せめて、名前だけでも聞いておけば……。

　ブス代表格の私は、人から外見で判断され、幾度も辛い目に遭っている。だけどあの先輩は偏見を抱くことなく、どこまでも優しくしてくれた。

　素敵な人だったなあ……。

　けれどブスの手に、あんなカッコいいイケメンが届くはずはない。相手にされるわけはなかった。

　なに考えてるのよ。ブスに恋愛は禁止……！

　そのあともふたたび学生食堂に行ったり、大学構内を探したりもしたが、結局彼を見つけることはできなかった。

















２　桜井先輩とのファーストキス












　東京郊外、築十五年の小さな一戸建て。私はそこに、製薬会社に勤める父と専業主婦の母の三人で暮らしている。

　都内にある大学までの通学時間は、片道約一時間。私より自宅が近かったとしても、大学の側に部屋を借り、ひとり暮らしを始めている友達もいるが、我が家の場合は許してもらえそうもなかった。

　経済的な余裕がないわけではない。が、まったくモテなくても一応大事なひとり娘。私がブスに見えない両親は、いらぬ心配をしているようだ。






　そして母に翌週から、テニスのサークルに入ることを伝えると、

「運動は、健康にいいものね」

　と、とても喜んだ。

　テニスの道具をいろいろ揃えなくてはならないことを話すと、必要な費用を出してくれるという。

　私は田中先輩から教わった、池袋にある安くて大きなスポーツ店へ日曜日に出かけた。

　店員さんの話では、ワンピースやスコートと呼ばれる超ミニのテニス用のスカートは、それを穿くとき、中にアンダースコートというフリフリのパンツを着けるので、スコートがヒラリと舞い上がっても、下着を見られることはないそうだ。

　それでもなにかが照れくさかった私は、ワンピースでもなくスコートでもなく、テニス用のショートパンツと、襟のないＴシャツタイプのウェアを選んだ。上下別々になっている方が、汗を掻いたときにも着替えができ、便利だという。

　ラケットとシューズは、初心者用を勧められるままに購入した。

　これまで一度もやったことのないテニスを、まさか大学で始めるとは思わなかった。が、ひと通り揃った道具を家で眺めていると、明日から参加するサークルがますます楽しみになっていた。






＊＊＊






　五限の授業が終わり、新品のラケットとウェアを持って、私はテニスサークルの部室に赴いた。

　今日はこのあと、本新歓が行われる。ほとんどの新入部員が来るようだ。

　部活に新しく入る人は、一年生だけだと思っていたが、二年や三年から始める人もいるらしい。

　そのためサークルに入る人数は、二十人を下らないという。しかも八割が女子。今年は例年に比べて増えたようだ。

　他の人も沙織と同様、ミスター慶明の桜井先輩が目的なのだろうか。引退したといっても、一度くらいはお目にかかれるチャンスがあるのだろうか。

　近頃では海外で活躍する選手が増え、密かなテニスブームが起きている。

　サークルに入った他の新入部員の動機がなんであれ、私には関係ないけど。できれば、後者の人が多ければいいと思っていた。






　そして私は初めて、晴れやかな空の下、買ったばかりのテニスウェアに身を包んでラケットを持ち、テニスコートに出ていた。

　ショートパンツから伸びた、思ったよりむっちりと白い太腿が、テニスに似合わない気がしてならない。

　四月の下旬とはいえ、案外陽射しは強かった。少し身体を動かしただけで、じんわりと汗が滲んでくる。

　当たり前だけど初心者の私が、すぐコートでボールを打てるはずはなかった。

「テニスの経験のある人は、実力を確かめたいので、順番にコートに入ってください。一度もやったことのない人は、こっちに集まって」

　部室でいろいろ教えてくれた副部長の田中さんが、大きな声で指示を出す。

　彼女の元には、私と同じくテニスをまったくやったことのない初心者が、ぞろぞろと集まった。

「うわっ、今年は初心者が多いわね」

　田中さんはぽつりとそんな感想を洩らし、

「では、二つに分かれましょう。あなたたちは向こうで、ラケットの持ち方と素振りを習ってきて。残りの半分はひとまずラケットを置いて、コートの周りに立って、球拾いをお願いします」

「はい！」

　新入生たちは一斉に、動き出した。

　私はまず球拾いの班になった。テニスコートは二面あって、ボールを拾うため、適当な場所に立つ。

　コートの後ろにはボールが他へ転がらないようにと、背丈ほどの低い網目のフェンスが設置されていたが、今日ばかりは新入部員がコートに入っているためか、いくつもの球が柵を越えて飛び出していく。

「あ、また」

　私は必死でボールを追いかけた。しかし外に出たボールは留まるところを知らず、どこまでもコロコロと転がっていく。

「待って！」

　ボールに声をかけるも、聞いてくれるはずはない。

　そして最悪なことに、ひとつ球を拾ってコートに戻ると、またすぐ次が飛び出した。

　気が付くと私は、ずっと走り続けている。

　もう、無理……。

　息が激しく切れていた。そのうえ今日は暑い。普段まったく運動をしない私の視界は、いつしかグルグル回り始めていた。

　――だけど。

　テニス初心者で運動神経が悪く、おまけにブス。そんな私に根性までなかったら、存在価値を失ってしまう。

　テニス道具まで一式揃え、頑張ろうと心に誓って入ったサークルだ。こんなことで、駄目人間のレッテルを貼られるわけにはいかない。

　だから私は、頑張ったのだが――。






「だ、大丈夫？　八木さん」

　気が付くと、目の前には田中さんの顔があった。木陰のベンチに寝かされ、額には濡れたタオルが。しかも団扇で、扇いでもらっている。

「……す、すみません」

　私は慌てて起き上がろうとしたが、田中さんがそれを制した。

「もう少し、横になってて」

「でも」

「今日は暑いから、軽い熱中症かもしれないわね。夏の時期より今ぐらいの季節の方が、まだ身体が慣れてなくて、かかりやすいっていうから」

「……は、はい」

　私は恥ずかしかった。熱中症がそうだと聞いたことはあるが、今回はたぶん違うだろう。原因はおそらく、運動不足だ。

　運動が苦手で、高校を卒業してからというもの、まったく身体を動かしていない。駅の階段を上がるだけで、息がはあはあと切れた。

　にもかかわらず、フェンスから飛び出たボールを追いかけ、走り続けたのだ。身体が悲鳴をあげても無理はなかった。

「頭痛は？」

「だ、大丈夫です」

「ごめんなさいね、初日からこんなことになって……」

　田中さんは、どこまでも心配してくれた。

「もう平気です。普段運動しないので、ちょっと疲れたんだと思います」

「なら、いいんだけど……」

　私以外の、テニス初心者の新入部員たちは、先輩たちからすでに、ラケットの持ち方や素振りを教えてもらったようだ。

　はあ……。

　ブスで運動不足の私は、またもやみんなから遅れを取ってしまったらしい――。
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　本新歓まで出られなかったらどうしようかと、内心焦ったが――そこまで私は運に見放されていなかったようだ。

　ふう……。

　私が掻いたのは冷や汗だったが、みんなはテニスでいい汗を流し、大学から十分ほど歩いたところにある居酒屋に、すでに集まっていた。本新歓にだけ、顔を出す先輩もいるらしい。

　この店は大学から近いこともあって、他の部活やサークルも飲み会などでよく利用するそうだ。学生相手のためか、値段も手頃で味もなかなか。大小さまざまな貸切り部屋が用意されているとのこと。今回は一番大きい五十人が座れるという畳の部屋を、田中先輩たちは押さえていた。

　ということは、もしかして桜井先輩も……？

　一度でいいから、沙織が夢中になっていたその人を見てみたい。

　私は急いで着替え、本新歓が行われる居酒屋に向かった。






　新入部員は長テーブルの席に、先輩たちに挟まれながら、別れて座ることになっている。

　みんなより遅れてきた私は、空いている場所に。隣に座る三年の男の先輩が、ウーロン茶を注いでくれた。

　まずは、みんなで乾杯。ひとりずつ順番に簡単な自己紹介を行っていると、料理が運ばれてくる。

　から揚げに、ひと口ステーキに、刺身。トマトサラダに、鯛のカルパッチョまで。

　うわっ、美味しそう……。

　球拾いのときには倒れてしまい、田中さんには迷惑と心配をかけたが、それでも久し振りに運動したせいか、お腹はぺこぺこだ。

　今日はすべて、先輩たちの奢りだという。もちろんポケットマネーでの負担もあったが、彼らは新歓に備えて昨年秋の大学祭で店を出し、資金を集めたらしい。

「去年は喫茶店をやったけど、桜井先輩のお陰で大繁盛だった」

　私にウーロン茶を入れてくれた、本新歓から参加しているという三年の先輩が教えてくれた。

「桜井先輩って、あのミスター慶明の桜井先輩ですよね」

「うん。テニスも上手いけど、女の子からの人気がハンパないんだ」

「噂では聞いてましたが、ホントにすごい方なんですね」

　私が言うと、

「会ったことないの？」

　と、彼は聞いた。

「もちろんです。でももう、引退されたとか。サークルには滅多に来られないんですよね」

　すると、

「いや、そんなこともなくて……」

　その三年の先輩は辺りを見渡したかと思うと、

「ほら、あそこにいる人……ブルーのシャツを着てる人、わかる？」

「あ、はい」

　彼は少し離れた場所で飲んでいるその人を、嬉しそうに指さした。

「あの方が、桜井先輩」

「そ、そうなんですか……!?」

　どうやら噂の桜井先輩は、本新歓に来ていたようだ。

　沙織は彼が引退し、もう会えないと知ったらすぐ、スキーサークルに乗り換えていた。

　なのに……。

　しかしあまりに驚くのもどうかと思い、

「あ、なんだ。今日、いらしてたんですね。知りませんでした。と、いうことは、新歓から来られたんでしょうか？」

　焦った私は、なぜか口数が多くなってしまう。

　そしてその三年の先輩は、もっと私を喜ばせたいと気遣ったのか、

「桜井さん！　桜井さーん！　先輩に会いたがっている女子が、ここにいまーすっ！」

　頼んでもないのに、桜井先輩を大声で呼んだのだ。

「や、やめてください！　私は、別に……」

　慌てて制したが――時はすでに遅し。桜井先輩らしき人は反応してしまう。

　ど、どうしよう……。

　彼は立ち上がり、こちらへやってくる。

「あ……」

　その瞬間、私は固まった。

　こんな、偶然って……。

　ミスター慶明だという桜井先輩は、私がこの前、学生食堂でグレープジュースをかけたあの人だったのだ。

　ま、まずい……。

　なぜか私は、おどおどした。彼にもう一度お詫びが言いたくて、毎日学生食堂に通っていたのに。

　あのときは会えなかったにもかかわらず、なんという皮肉だろう。

　だから彼は、人並み外れたハンサムな顔をしてたんだ。でもお願い、来ないで……！

　しかしそんな身勝手な願いが叶えられるはずもなく――桜井先輩はたまたま空いていた、テーブルを挟んだ真向かいに座った。

「そ、その節は大変失礼しました！」

　私は真っ先に謝るしかない。

「……？」

　けれどイケメンの桜井先輩は、ブスの私が誰なのか、イマイチわかってないようだ。

「八木真里菜と申します。このたび、テニスサークルに入れていただきました。あの、お忘れでしょうか。食堂で、先輩のズボンに……」

　すると、

「ああ、あのときの」

「はい」

「うちのサークルに、入ってくれたの？」

　ようやく彼は思い出したらしい。

「本当に、その節はすみませんでした。きちんとお詫びもせずに……」

　ふたたび謝罪する。

「いや、あれは俺も悪かったんだし。もう気にしないで」

　彼は素敵な笑みをこぼした。

　なんて、いい人なんだろう。そのうえ、こんなにイケメンだなんて……。

　桜井先輩の整った顔につい感心し、ぼーっと観賞していたが、

「そうだ……」

　私は持ち歩いていた『クリーニング代在中』と書かれた封筒を、思い出したようにバックから取り出した。

「少ないですが、これ。受け取ってください。クリーニング代です」

「えっ？」

「どこかで先輩をお見かけしたら、お渡ししようと、ずっと持ち歩いていました」

　私はぺこりと頭を下げ、封筒を差し出した。

「律儀だね、八木さん。ホントによかったのに」

「当然のことですから」

「でも、大丈夫だから」

　桜井先輩は封筒を差し戻す。

「お手間を取らせてしまったので。受け取っていただかないと、夜も眠れません」

　押し問答の末、最後に私が悲壮な顔でそう言うと、ついに桜井先輩は根負けしたのか、

「だったら一旦、預かっておく」

　ようやく封筒を受け取った。

　よかった……。

　すると隣に座っていた三年の先輩が、不思議そうに聞いた。

「もしかしてお二人、知り合いだったんですか？」

「ああ」

　桜井先輩はそう言ったが、

「そんな、知り合いだなんてとんでもない。私が先輩に、恐ろしく失礼なことをしちゃっただけです」

　私はこれまでの経緯を早口で説明する。

　そうこうしていると副部長の田中さんが、やってきた。私と桜井さんが話していることに気付いたようだ。

「よかったわね、八木さん」

　彼女はまずそう言った。

「えっ？」

「桜井先輩と話せたから」

　その桜井先輩は、

「だったら田中さんも食堂でのこと、八木さんから聞いて知ってたの？」

「食堂、ですか？」

　不思議そうに尋ねたが、もちろん田中さんが知るはずはなかった。

「あ、だから……」

　ふたたび私が説明しようとしたが、彼女はその言葉を遮り、

「桜井先輩、八木さん、ものすごい先輩のファンらしいんです。サークルに入ったのも、先輩に会いたかったから、よね」

　と、こちらを冷やかすように確認し、沙織が話したことをそのまま伝えた。

「そ、それは………」

　私は弁解しようとしたが、

「なので桜井先輩、ときどきサークルに顔を出して、彼女にテニス、教えてあげてください」

　親切な田中さんは頼んでくれる。

「た、田中先輩……い、今の話は……」

　間違った情報を訂正しようと、私が慌てていると――。

「そういえば……さっき倒れた八木さんをベンチまで運んでくれたのも、桜井先輩だったのよ」

　衝撃の事実まで発表したのだ。

「ええええっ！」

　もうこれには、ただただ驚くしかない。

「そ、そうだったんですね。何度も、すみません……おっしゃってくだされば、よかったのに……」

　もう恥ずかしいやら、格好悪いやらで。私は小さくなるしかない。

　しかし桜井先輩の方は、どこまでもクールだ。

「やけに一生懸命球拾いをしている子がいると思ってたら、急に倒れたから。びっくりして、木陰まで運んだだけだ」

「あ、ありがとうございました……」

　鉛のようなこの巨体を、ミスター慶明の桜井先輩に運ばせてしまったと思うと、私は身が縮んだ。そのうえショートパンツからは、むちむちと白い大根みたいな太腿が。

　どどど、どうしよう……。

　気絶していたときの事実が判明し、私はふたたび倒れそうになった。






　そのあとも桜井先輩は他に席を移動することなく、なぜか私の前に居続けた。先輩に用のある人が、ここへやってくるというシステムが確立してしまっている。

　私は彼のコップが空になるたび、せっせとそこへビールを注いだ。

　すると桜井先輩が、

「明後日の水曜は行けると思う、サークル」

　突然私に告げた。

「へ……？」

「八木さん、俺からテニス、教わりたいんだろ？」

「いえ、そうでは……」

　そもそも桜井先輩からのレッスンを望んだのは、私でなくて沙織だ。それに就活で忙しい彼が、ド素人の私にテニスを教えるため、わざわざ時間を割いていいわけはなかった。

　だから、このありがたい申し出を何度も辞退したのだが、

「俺から教わるの、嫌なの？」

　桜井先輩は少し不機嫌になる。

「ち、違います……」

　きっと彼は酔っているのだろう。ビールを五杯以上は飲んでいた。

「ふつつかですが、よろしくお願いします」

　この場を収めるため、私はとりあえずそう言った。

　明日になれば、今日の約束なんて……。

　下手な期待をせずに、私は彼からのありがたいテニスレッスンを待つことにした。
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　しかし、水曜日――桜井先輩はやってくる。

　私がテニスコートに出て、準備体操を始めていると、小麦色の素肌に真っ白なテニスウェアを着た、どこまでも素敵な彼が入ってきた。

「よろしく、お願いします……」

　そう挨拶するも、イケメンからのワンデイレッスン。こんな特別待遇、もったいなくて平常心でいられるはずがない。

　月曜日の本新歓ではずいぶんアルコールが入っていたので、先輩は私との約束など忘れていると思っていたが、そんないい加減な人ではなかったようだ。

　このビッグニュースを、もしテニスサークルを辞めた沙織が、知ったら驚くに違いない――。

　私は少しだけ、愉快な気分になった。






　というか……テニスをするために、生まれてきたみたい……。

　素振りの見本を見せる桜井先輩を前に、私は勝手な妄想に浸っていた。すると、

「この前倒れたから、なにもやってないんだろ？　まずは、ラケットの持ち方からだ」

　私の後ろに立った。

「フォアハンドは、こうして……」

　彼はラケットを握った私の手の上から、自身の手を重ねてくる。

　え……。

　背後から先輩の体温を感じ、私の心臓はうるさく高鳴った。重なり合った手に意識が集中し、落ち着かない。

　ドキッ、ドキッ、ドキッ……。

「ボールが飛んでくる方向を、よく見て」

「……は、はい」

　緊張したこの心音を、桜井先輩に聞かれはしないかと、心配だ。しかも耳には、彼の甘くハスキーな声が。

　もう、駄目……。

　背中から包み込む桜井先輩の気配が、私を妙な気分にさせた。

　素振りの指導を行うときは、みんなとこんなふうに手と手を重ね、身体と身体を密着させるのだろうか。この前倒れてしまったので、よくわからない。

　私の顔は、茹蛸のように真っ赤になっているだろう。正直言えば、もうテニスどころではなかった。頭はぼーっとし、すでに思考が停止状態で。

　なにも、考えられない……。

「そうそう、八木さん、その調子」

　だけど、彼から褒められると気分が天まで昇った。いつしか桜井先輩の虜になっている。

　イケメンでミスター慶明の彼とどうこうなれるとは一ミリも思ってないが、今のこの一瞬だけは幸福感であふれた。

「もうちょっと脚、開いて」

「えっ？」

　私がいつまでもぼんやりしていると、

「このくらい」

　桜井先輩が私のむっちりした内腿を掴んだ。

「ひゃん！」

「ご、ごめん」

　変な声を出してしまったブスに、先輩は驚いたようだ。

「なんでも、ありません。こちらこそ、すみません……」

　私は大袈裟だ。先輩はただ、素振りを教えてくれているだけなのに。

　それでも触れられた内腿からは、正体不明のもやっとした電流が流れ、いけない気配を感じてしまう。

　このままじゃ、腰が抜けるかも……。

　キスどころか、男性と手を繋いだこともなかった。そんなブスの私が、イケメンの桜井先輩から身体を密着させた個人レッスンを受けている。こうしたおかしな現象に見舞われても、仕方がなかった。

　に、しても……、

　彼からテニスを教わっている私に、他の女子部員たちがチラチラとした視線を送ってくる。こちらから望んだことではないが、今回のように特別扱いされると、やはり罪悪感を覚えた。

　だけどそのうち、私では恋のライバルにならないとでも判断したのか、いつしか注目されなくなっている。

「軽くボール、当ててみようか」

　桜井先輩からの許可が下り、私は初めてコートに入った。

　最初はなかなか上手くいかなかったが、彼から言われた通りラケットにしっかり面を作り、少し腰を落として慎重にボールに合わせていくと、おもしろいように当たり始める。

「うわっ！」

　私は純粋に、テニスというスポーツが好きになった。素振りを教えてもらっているときは、よからぬ気分になっていたが、彼はただハンサムなだけじゃなくて、テニスの指導も一流だった。

　みんなから落ちこぼれていた私だが、今日一日で追いつくことができた。すべては桜井先輩のお陰。

「お疲れ様でした！　今日は本当に、ありがとうございました！」

　私がお礼を言うと、

「だったら、これから付き合って」

　彼はおかしなことを口にする。

「付き合うって、どこにですか？」

「飲みに行こう。この前の店」

「えっ……？」

「待ってる」

「あ、はい……」

　断るわけにもいかず――私はまた本新歓で行ったばかりの居酒屋へ急いだ。
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「ウーロン茶で……」

　ドリンクの注文を終えても、私はまだ固まったままだ。他のメンバーがいるものとばかり思っていたが、居酒屋に入ってみたら桜井先輩と二人だけ。

　大勢の女子が憧れる、ミスター慶明の桜井亮介先輩が、なぜ私のようなブスと……？

　男性に免疫のない私は、ほんの少し優しくされるだけでも、妙な勘違いをしそうになる。

　駄目駄目、うぬぼれては……。

　私は自分を制した。

　叶わぬブスの恋は、辛いだけだ。なのに今、その教訓を頭の隅へと追いやり、彼から気持ちを告白されるかもしれないという、あり得ない妄想に浸っている。

　――だけど。

「この前、八木さんからクリーニング代をたくさんもらったから、今日は俺が奢るよ。好きな物、頼んで」

「え……あ、はい。ありがとう、ございます……」

　やっぱり……。

　私の高まりつつあったテンションは、急降下した。桜井先輩はただ単に、後輩から受け取ってしまったクリーニング代を、こうした形で清算したかっただけだ。

　ブスは夢も見てはいけない――。






「乾杯！」

　それでも私たちは、グラスを合わせた。

「テニスのあとのビールは、最高だ」

　桜井先輩は満足そうに、生ビールが入った中ジョッキを傾ける。私と一緒に飲むことを嫌がられないだけでも嬉しい。

　ようやく彼から誘われた理由を理解したが、今はツーショットでここにいることを案じてしまう。なんといっても、桜井先輩はミスター慶明。しかもこの居酒屋は大学の近くだ。いつ誰に見られるか、わからない。

　優しくて思いやりのある桜井先輩と二人で、こうして時間が過ごせるのはとても光栄なことだけど。こんなブスを相手にしていると誤解されたら、彼に迷惑がかかってしまう。女子からの人気も落ちてしまうだろう。

　そこで私は先輩が中ジョッッキを飲み干し、二杯目を注文する前に、

「すみません。今日は時間がなくて……」

　と帰りを急がせた。

「なにか、用があるの？」

　彼はどこか残念そうに聞く。

「と、いうか……」

「まさか、彼氏？」

「えっ？」

　どうして先輩は、そんな発想になるのだろうか。私のようなブスに、彼氏などいるはずがない。

「いませんよ、彼氏なんて」

　嬉しかったけど、嘘はつけない。

「月曜日も本新歓で遅くなったから、親が心配するかなって……」

　適当な理由をつけた。

「そっか、八木さん、箱入り娘なんだ」

「いいえ、そんなことは」

　確かに私はひとり娘だが、とくに箱に入ったお嬢様ではない。親の束縛は別にきつくないし、急に予定が変わって遅くなっても、メールをすれば基本的にはＯＫだ。

　しかし桜井先輩はきちんとした性格なのか、

「だったら、ゆっくりできないか……」

　と、私の話を全面的に信用する。そして、

「家はどこ？」

　と聞いた。

「八王子です」

「じゃあ、これ飲んだら出よう」

　私たちは間もなく居酒屋の席を立った。






　これでよかったのよ……。

　おそらく桜井先輩も無理していたはずだ。私のようなブスとの時間が楽しいわけはない。

　それでも後輩から受け取ってしまったクリーニング代を返すため、形ばかりに誘ってくれたのだろう。

　桜井先輩にテニスを教えてもらい、こうしてツーショットで居酒屋で過ごせたことを私は決して忘れない。生涯の思い出にするつもり。

「今日はご馳走にまでなってしまい、すみませんでした。本当にありがとうございます」

「うん」

「では、私はこれで」

　と、駅の方へ歩き出そうとすると、

「送っていくよ」

　先輩が告げた。

「え、でも……」

　彼は大学の近くで、ひとり暮らしをしているはず。初めは地方出身者かと思ったが、どうやらそうではなく、沙織からの情報によると自宅が東京にあるにもかかわらず、別に部屋を借りているようだ。家に経済的な余裕があるのだろう。

　それでも就活で忙しい桜井先輩の時間を、これ以上無駄にするわけにはいかなかった。

「大丈夫です。慣れた道ですから」

　どこまでも遠慮したが、

「八木さんをひとりで帰す方が心配だ。このまま家に戻っても、落ち着かないから」

　先輩はそう言って、先に駅の方へと歩き出す。

　なんて、人間のできた人なんだろう……。

　私はまたひとりで感激した。

　駅までは十分ほどの道のりだ。彼の家がどの辺りなのか、知る由もなかったが、責任感が強い桜井先輩のこと。少し遠回りし、送ってくれるのかもしれない。

　だったら、ご好意に甘えよう……。

「すみません……」

　私は駅まで、送ってもらうことにした。






「ありがとうございました」

　駅に着いた私がそう告げると、

「ん？」

　と先輩は不思議そうな顔をする。そして、

「家まで送るよ」

　とんでもないことを言った。

「ええっ？」

　驚く私をよそに、彼はＩＣカードを改札口にかざし、中へと入っていく。

　な、なんで……？

　自宅は八王子で、ここからだと軽く一時間はかかってしまう。また戻ったら、往復で二時間以上の時間を無駄にすることになった。

「だ、大丈夫です。ひとりで帰れますから」

　私は何度もそう主張したが、桜井先輩は聞く耳を持たない。

　どうしよう……。

　おそらくこれが、ミスター慶明に選ばれた彼の女の子への基本的なマナーなのだろう。

　ブスであってもなんであっても、女性を飲みに誘った際は、家まで送るルールのようだ。

「……」

　私はその彼の信念を曲げるわけにもいかず、申し訳なさを抱えたまま、仕方なくともにホームへと向かった。

　新宿まで行き、そこでＪＲに乗り換える。八王子までは遠い。

　途中でもう一度、「大丈夫ですから」と言ってみたが、先輩は一緒にＪＲにも乗り込んできた。

　なんだか悪いけど、仕方ない……。

　この時間の電車は、思ったより混んでいた。サラリーマンやＯＬ、塾帰りの高校生がたくさんいるからだ。

　しかし桜井先輩は満員電車の混雑にも嫌な顔ひとつせず、大勢の乗客から私を庇うような位置に立った。

　守られてるって、感じ……。

　当然のことだが、男性からこんな特別待遇を受けたのは初めてだ。しかも傍にいるのは、誰が見てもイケメン過ぎる桜井先輩。いつしか私は、夢心地になっていた。

　走り出した電車に揺られると、車内はますますぎゅーぎゅー詰めになる。彼の身体はさらに密着した。桜井先輩の息遣いさえも感じてしまう。

　ドキッ、ドキッ、ドキッ……。

　彼を意識するせいか、心臓の鼓動が高鳴った。ゆっくり視線を上げると、そこにはハンサムな先輩の顔が。

　ひとつひとつのパーツが完璧なのはもちろん、至近距離で改めて確認すると、彼の睫毛は意外にも長い。ご両親はきっと、美男美女なのだ。

　私のブスは、完全に父親似だった。そっくりの顔をしていると、よく人から言われる。

　遺伝というのは残酷で、母はそこそこの美人であるにもかかわらず、生まれてくる子は劣性の遺伝子を受け継ぐ可能性の方が高いらしい。

　今さらどうこう文句を言って、父を困らせるつもりは毛頭なかったが、こうしてすべてに恵まれた先輩を見るとやはり羨ましくなった。憧れの気持ちを強く抱いてしまう。

　その思いはやがて、愛情にさえも変わりそうで――。

　そして少しずつ乗客が降り、私たちの間に余裕ができると、ずっと黙っていた桜井先輩が口を開いた。

「そういえば八木さん、字が綺麗だね」

「えっ？」

「この前もらったクリーニング代の封筒に書かれていた字。君の心が現れているようで、感動したよ」

「え……」

　おそらく桜井先輩は、私が封筒に書いた『クリーニング代在中』の文字のことを言っているのだろう。子供の頃からお習字を続けている私は、少しばかり字を丁寧に書く癖があった。

　彼はそんな私の字を褒め、興味を持ったようだ。

「もしかして、ペン習字とか、習ってるの？」

「ペン習字というわけではないのですが、小さい頃からお習字を、少し……」

　私は答えた。

「もしかして、段とか持ってる？」

「一応、四段です……」

　すると先輩は、

「だったら今度、教えてよ」

　変なことを頼んでくる。

「でも、そんな……人に教えるなんて」

「どうして？」

「私の字なんて、まだまだだから」

　私はそう言って断ったが、

「ひどいな、八木さん。俺は君にテニスを教えたのに」

　彼は溜息までついた。

「だけど……」

　話を聞くと、就活中の桜井先輩は常日頃から自分の名前が綺麗に書けたらと思っていたらしい。それだけで、企業を訪問したときの印象がかなり違うようだ。

「本当に、名前と住所だけでいいんですか？」

「ああ」

「わかりました。では先輩のお名前、まずは家で練習してきます」

　彼があまりに熱心に頼むので、私はそう言って、事実上ペン習字を教えることを承諾した。

「だったら連絡先、交換しよう」

　ということになり――私たちは互いの携帯番号とメアドを教え合った。

「これで、いつでも連絡できるね」

「そ、そうですね……」

　私はものすごく幸運なのだろう。ミスター慶明の桜井先輩の連絡先をゲットしたのだから。

　だけどなぜか、不安の方が大きくなった。彼がやけに簡単に、大切な個人情報を教えてくれたからだ。

　誰とでもこうして、連絡先を交換するのだろうか。

　それとも私が、女に見えないとか……？

「時間ができたら、俺もまたサークルに顔出すよ。次はバックハンド、集中的に教えるから、覚悟して」

「あ、はい。ありがとうございます……」

　親切な桜井先輩に恐縮し、だけど彼からのいくつかの好意を辞退する訳にもいかず――困惑と喜びが複雑に入り混じった私は、苦く笑うしかなかった。






　八王子駅に到着すると、先輩は一緒に改札を出てきた。

　彼が自ら、「じゃあ、ここで」と言わない限り、こっちから「もう帰ってください」とはとても告げられない。私たちは家までの道を、ゆっくりと歩いた。

　遅い時間になると少し遠回りにはなるが、街灯がたくさんついた明るい道を利用している。

　だけどなぜか今夜は、暗い道を選んでいた。桜井先輩と一緒なので安心だという気持ちもあったが、男性と二人で歩く姿を誰かに見られなくなかった。

　すると彼は、

「こんなに暗い道をいつも歩いてるの？」

　少し驚いて聞いた。

「でもこっちの方が、近いんです」

　私が言うと、

「心配だな」

　先輩は眉を寄せる。

「え……」

　嘘でも私を心配してくれ、嬉しい。ここを二人で歩いていること自体、信じられないほどのトピックス。ブス冥利に尽きた。

　青春の幸せな思い出がひとつ増えたと、私が感動に浸っていると――先輩がいきなり私の手を取ったのだ。

「あ、あの……」

　思わず目を丸くし、足を止め、長身の彼を見つめた。

「もしかして、嫌？」

「い、嫌だ……なんて……」

「だったら、行こう」

　桜井先輩は手を繋いだまま、無言で歩き出す。

「……」

　地に足が付いていないというのは、このことだ。緊張のあまり私は、今どこを歩いているのかもわからなくなっている。

　それでも心臓の鼓動だけは大きな音を立て、彼に聞こえてしまうのではないかと心配になった。

　繋いだ手からは、緊張の汗が滲んだ。じんわりとしたその感触が自分でもわかるほど、恥ずかしかった。

　しかしそんな桜井先輩との夢のような時間が、永遠に続くはずもなく――遠くに私の家が見えてくる。そろそろ現実に戻らなくてはならない。

「あ、ありがとうございました……私の家、あそこなので、ここで」

　私は彼と繋いだ手を離し、自宅を指さした。万が一玄関前まで両親が出てきてたら、大騒ぎになるからだ。

「わかった。じゃあ、ここで。今日は楽しかった、ありがとう」

「お礼を言うのは、私の方です。ご馳走になったうえに、こんな遠くまで……」

　と、挨拶をしていると、桜井先輩の手が私の両肩にかけられ、身体が引き寄せられた。かと思うと、柔らかなものが唇の上に重なったのだ。
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　な、なに……？

　私の両腕は左右にだらりとぶら下がり、驚きで目は見開いたまま。

　キ、キス……してる？　桜井先輩と……!?

　放心状態の私が、ようやく事態を把握しかけたとき、彼は何事もなかったように唇を離した。

「おやすみ」

　小さく微笑む。

「あ、の……」

　先輩は踵を返し、駅の方へと戻る。後ろ向きで「バイバイ」と、大きく手を振った。

「て、いうか……今私、先輩とキスしたよね……」

　小さくなっていく先輩の後ろ姿を見つめながら、確認するよう自身に呟く。頬を抓っていた。

　彼の姿が見えなくなっても、まだそこから動くことができない。

　でも、どうして……？

　考えれば考えるほど、突然のキスの意味に辿り着けなくて。私はいつまでも呆然と立ち尽くしていた。






＊＊＊






　帰宅後も、自分の部屋でよくよく考えてみる。

　私と桜井先輩は、付き合っているわけではなかった。つまり、互いの気持ちが通じ合った上での口づけではない。

　確かに私は、親切で優しい桜井先輩に惹かれているが、彼がブスの私に好意を抱くはずがなかった。

　と、いうことは……。

　先輩は酔っていたのだろう。八王子まで送ってくれたり、当たり前のように手を繋いだり。ふつうではなかった。キスもその延長線上のことだ。

　外国では挨拶程度の、ほんの一瞬重ねただけのもの。これをキスというカテゴリーに含んでいいわけはない。

　……。

　にもかかわらず私の唇は、未だに彼の生温かな感触を覚えている。ファーストキスだから余計に、記憶が鮮明に残っているのだろう。

　忘れなきゃ……。

　こうなってみると、下手に交換した連絡先が恨めしい。常識的に考えたら、ご馳走になり、家まで送ってもらった後輩の私から、お礼のメールをするべきだ。

　でも……。

　明日になり、酔いが醒めた桜井先輩が、私とのキスを覚えているかどうかもわからなかった。たとえ記憶の片隅にあっても、大した意味はなかったと言われれば、それまで。

　どうしよう……。

　すべてが初めての私は、男女のことに慣れてはいなかった。キスがいい加減なもので、私への気持ちはなかったと謝られたら、ショックを受けてしまうだろう。

　もちろん、すべてに完璧な桜井先輩の彼女になれるなんて、そんな夢のようなことが起こるはずもないし。

　考えるのは、やめよう……。






　私はその夜、結局彼にメールができなかった――。

















３　ブスにも奇跡が起きた！












　私は、大学で桜井先輩と会わないよう、逃げ回っていた。理由はただひとつ。決定的なことを聞きたくないから。

　あのキスは『酔った勢い』だとか、『軽い挨拶』だとか、『小さな過ち』だとか。下手な言い訳をしてほしくなかった。

　自分に自信がない私はなにも考えず、ただ流れる時を過ごすしかない。これが男性経験のないブスが、傷付かないよう身を守るための唯一の方法だろう。

　もし経験豊かな沙織に相談したら、『この程度のキスは、キスではない。なぜ悩むのか』と、大人の回答が返ってくるはず。レベルの低い悩み事だと、笑い飛ばされるかもしれなかった。

　だけど……。

　あれからというもの、桜井先輩からの連絡はまったくなかった。キスの弁解すらするつもりはないようだ。私には、その価値さえもないというのだろうか――。

　お習字を教えてほしいと頼んできたのも、リップサービスだったのだ。無理やり私の長所を探し出し、褒めてくれただけ。

　それとも……。

　酔った勢いで後輩にキスし、どこまでも気まずいのだろうか。責任感のある彼のこと、そういうことも考えられた。

　だとしたら、二度と私に接触してくることはないだろう。

　それが悲しくないといえば嘘になるけど、ブスにはブスの生き方があった。絶対に好きになってはいけない人がいる。

　これで、よかったのよ……。

　ひょんなことから偶然が重なり、素敵な桜井先輩と係わり合うことになったけど。ブスが彼に恋をしていいわけはなかった。運命の赤い糸が結ばれていないのは、明白だから。

　一刻も早く、先輩のことは忘れよう……。

　それが元気を取り戻す唯一の方法だと、私は自分を勇気付けた。
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　潜在意識の中から、桜井先輩を消そうとすればするほど上手くいかなかった。男性に免疫のない私は初めて好きになり、キスまで交わした彼のことをつい思い出してしまう。考えてしまうのだ。

『辛い恋を忘れるには、新しい恋を始めればいい』という恋愛の格言もあるが、ブスの私にそれは当てはまらない。新しい恋を始めるのは、ヒマラヤ登山よりも難しいから。

　それでもなんとか、平常心で日常が過ごせるようになっていた。たぶん元気になれたのは、桜井先輩が教えてくれたテニスのお陰だろう。

　テニスサークルに行くのが楽しかった。大学に一時間かけても通いたいと思うのも、サークルがあるからだ。

　休みたいときはいつでも休めるが、本新歓で仲良くなった他の新入部員たちも頑張っていて、私も負けてはいられない。できるだけ顔を出した。

　沙織に愛想を尽かされてからというもの、しばらくお昼もひとりで食べていたが、サークルの仲間が誘ってくれるようになり、孤独ではなくなっていた。

　失恋の痛みから、私は立ち直ることができそうだ。
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　しかし、二週間近くが経ったある日――。

　なんの音沙汰もなかった桜井先輩が、突然サークルにやってくる。みんなが見ているのに、いきなりスタスタと私の前に歩み寄った。

「お、お久し振りです、桜井先輩。その節は、ありがとうございました……」

　どこか視線を逸らしながらも、他愛無い挨拶を交わす。

　だけどどうしても、彼の顔を真正面から見ることができなかった。そんな怪しげな、うつむき加減のブスに、先輩は少し怒ったように言った。

「連絡、くれるはずじゃなかったのか？」

「え……」

　彼はあのときのキスをすっかり忘れてしまったようだ。私だけを責めた。

「あ、はい……でも……」

　キスされて、気まずくて。その意味を考えてドツボにハマり、挙句の果てに臆病になり。失恋の痛みに耐えられなくて、先輩から逃げていました。だから、連絡できなくて――とは、どうしても打ち明けられない。

「すみません、でした……」

　私は謝った。

「別に謝罪してもらいたくて、来たわけじゃない。自分の言葉に、責任を持ってほしいだけだ」

「責任……？」

「ペン習字の約束、忘れたのか？」

「あ……」

「俺の名前、練習しておいてくれるはずだよな」

「それ、は……」

「だから連絡、ずっと待ってたのに」

「……」

　ごもっともな主張に、私はしどろもどろになった。

　確かにあの日の帰りの電車の中で、彼にお習字を教えることを約束した。そのために連絡先も交換したのだ。

　しかしあのときのキスで状況が一変し、すべてがチャラになったと思っていたが――桜井先輩の方は、そうではなかったらしい。

「ごめんなさい……」

　人から嫌われたくないブスは、すぐに謝ってしまう。そういう癖が、生まれながらについていた。だけど、

「八木さんが、そんないい加減な人間だったとは思わなかった。幻滅だ」

　先輩は怒っていた。

「どうするつもり？」

　彼はなおも私を責める。

「ですから……」

「いつにするか、今決めよう」

「なにを、ですか？」

「ペン習字」

　苛立ったような彼の口調に、

「私はいつまでも大丈夫です」

　とっさにそう答えている。

　ペン習字は、就活するうえで必要なのだろう。彼が帰りの電車でわざわざ頼んできたのも、急を要していたからだ。

　なのに、私は……。

　桜井先輩は相当焦っていたのか、

「だったら今日、サークルが終わったあとに時間作って」

　そう告げて、姿を消した。
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　サークルが終わりスマホを確認すると、『正門で待ってる』というメッセージが、桜井先輩から入っていた。

　私は軽くシャワーで汗を流し、テニスウェアから私服に着替えた。今日は偶然にも背中にボタンのあるふわりとしたベージュピンクのブラウスと、お気に入りの紺色のフレアスカートを穿いている。

　桜井先輩と会うことになるとは夢にも思ってなかったが、いつもより少しだけお洒落をしてきたことに、私は胸を撫で下ろした。

　よかった……。

　そして、彼が待つという大学の正門へと急いだのだ。






「お待たせしました」

　桜井先輩は本当にそこにいた。

　ブスな私に待たされて気が変わり、帰ってしまったのではないかと心配したが、彼がまだいたことに小さな喜びを感じてしまう。

「行こう」

　私の顔を見た桜井先輩は言った。

「どこへ、ですか？」

　以前も同じような会話をした気がしたが――。

「俺の部屋」

「えっ……!?」

　彼が大学の近くに住んでいるのは知っていたけど。

　でも、だからといって……。

　男性と二人きりになるだろう密室に、恋人でもないブスが、簡単に上がり込んでいいわけはなかった。もしかして先輩は、私を異性だと意識してないのだろうか。

　キスまで交わした仲なのに……。

「あの」

　私は立ち止まった。このまますんなり付いていくわけにはいかない。

「なに？」

「だから、その……別の場所では、駄目でしょうか？　どこか、喫茶店のような……」

　そう提案した。

「もしかして、俺を警戒してる？」

「えっ？」

「またキス、されるんじゃないかって？」

　先輩は私の顔を覗き込んだ。

「い、いいえ……そ、そんなことは……」

「心配しなくても、なにもしないよ」

「そういう、意味じゃ……」

　と、戸惑いつつも、真意を打ち明ける。

「こんなブスでも、一応私も女です。だ、だからつまり……彼氏でもない先輩の部屋に、気軽に伺うことはできません。ペン習字は紙とペンがあればどこでもできるので、他の場所でお願いします」

　すると彼はわかってくれたのか、

「そう、だよね」

　と呟いたあと、

「ごめん」

　なぜか謝った。

「まず八木さんはブスじゃなくて、十分魅力的な女の子だということ」

「え……？」

「そんな君を、二人の関係をはっきりさせる前に部屋へ誘ったこと、本当にすまなかった。変なことをするつもりはなかったけど、考えが浅かったよ」

　桜井先輩は、申し訳なさそうな顔をする。

「いえ、こちらこそ。生意気なことばかり……」

　私がどこまでも恐縮していると、桜井先輩は衝撃的なことを告げた。

「八木さん」

「あ、はい」

「君のことが好きになった。俺と付き合ってくれ」

「え……ええええっ!?」

　あまりに仰天した私はおそらく少しの間、口をぽかんと開けていたはず。

　きっとこれは、夢だ。そう、夢に違いない。私は自分に都合のいい夢を見ているのだ。どう考えてもミスター慶明の桜井先輩が、私のようなブスを好きになるはずはなかった。

　しかし彼は、私を夢の世界に残したまま、

「八木さんの返事を聞かせて」

　と、真剣な眼差しを向けた。

「つまり先輩が、私の彼氏になってくれるということですか？」

「他にどんな解釈が？」

「本当に本当に、私でいいんですか？」

「うん」

「視力とか、大丈夫ですよね」

　ブスに告白なんて、にわかに信じることができなかった。だけど、

「八木さんだから、付き合いたいんだ」

「え……」

「俺のこと、嫌い？」

「まさか！」

　何度確認しても、先輩の言葉に訂正はないようだ。

「私で、よければ……」

　ついには震える声でそう返事をする。

「よかった。断られたらどうしようかと、ちょっと怖かった」

「あの……」

　先輩は信じられないような嬉しいことを言った。そのあと、

「これで今日から八木さんは、俺の彼女だ。家に来てくれるよね」

「は、はい……」

　晴れて桜井先輩の彼女となった私に、彼の部屋への訪問を断る理由はなくなっていた。
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　青天の霹靂とは、こういったことをいうのだろう。広辞苑には確か、『急に生じた大事件』と書かれていたはず。

　彼女にしてもらったという実感がまだ持てない私は、ここは大学の近くだから誰かに見られては先輩が困るだろうと、彼と少し距離をあけてあとについて歩いた。

　桜井先輩が部屋を借りているマンションは、大学から五分ほどのところにあった。

「思ったより、近いんですね」

　私がそんな感想を述べると、彼は微笑む。

　ロビーにある数字が書いてあるパネルに先輩が鍵を差し込むと、オートロックが解除され、磨りガラスのドアが開いた。

　に、しても……。

　学生のひとり暮らしにしては、豪華なマンションだ。外観も立派だったし、御影石の床のロビーには間接照明まで。高級感が漂っている。

　私は先輩に連れられ、三階でエレベーターを降りた。

「俺の部屋、三〇五号だから。覚えておいて」

　先輩はそう言うと、

「どうぞ」

　と、ひとりで暮らすその部屋のドアを開けた。






「狭いけど」

　と、彼は初めに言ったけど――それは謙遜だろう。

　どう見ても新婚さん向きだと思われる２ＬＤＫの、十五帖以上ありそうなリビングには、大型テレビと三人掛けの黒革のソファー、ローテーブルが置かれている。寝室は別にあるようだ。

　部屋は隅々まで綺麗に片付けられていて、とても男性のひとり暮らしだとは思えない。

「お掃除は、ご自分でされているんですか？」

　私は思わず聞いた。

「基本的には。でもときどき掃除業者が来て、水回りなんかはやってくれてる」

「はあ」

　感心するように頷いた。

　沙織から聞いた話と合わせて考えれば、彼の家は相当なお金持ちのようだ。大学生の息子にこんな贅沢な部屋を用意し、清掃業者まで。

　そして私が驚き、固まっていると、

「もしかして、緊張してる？」

　先輩が聞いた。

「取って食べないから、安心して」

「べ、別に……」

「そこ、座って」

　彼は私にリビングにあるソファーを勧めた。

「なにか、飲む？」

　冷蔵庫を開け、尋ねる。

「だ、大丈夫です。なにも飲まなくても。喉、渇いてません」

　そう言って遠慮したが、先輩はウーロン茶のペットボトルを二本取り出し、リビングにあるローテーブルに置いた。

　そのあとはごく自然な感じで、ソファーに座った私の隣に並んだ。

「ひ、ひとり暮らしなのに……テレビとか、すごく大きいんですね」

　この張り詰めた空気に耐えられなくて、私はどうでもいいことを聞いた。

「一応俺、マスコミ狙ってるから」

「テレビ局ですか？」

　桜井先輩は驚いた顔をする。

「俺、八木さんに言ったっけ？」

「そういうわけじゃ、ないんですが……ちょっとした噂で」

　まさか沙織と噂話をしていたとは話せず、お茶を濁すしかない。

「サークルの連中、ロクな話をしてないな。もし決まらなかったら、二度と顔を出せないな」

「そんなことは……」

　彼は私がテニスサークルで、そうした話を耳にしたと思ったらしい。

「大丈夫ですよ、先輩なら。ハンサムだし優しいし、テニスも上手いし。絶対に決まります」

　慌てて言った。

「ありがとう」

「本当ですから」

　彼は小さな笑みをこぼした。

　それより……。

　隣に座った先輩の腕が、ときおりブラウスを着た私の腕に触れてくる。そのたびに心臓がドキリと跳ねてしまうのだが――。

「今日は、八木さんが先生だ」

「えっ？」

「ペン習字、教えてくれるんだろ？」

「も、もちろんです」

　私は引きつった笑顔を見せた。その不自然な笑みに、桜井先輩はなにかを察したのか、

「もしかして男の部屋に来るの、初めてとか？」

　そんなことを聞いてくる。

「まあ、そうです……」

　モテない自分を曝け出すようで恥ずかしかったが、こんなこと、隠すわけにもいかない。

　すると彼はどこか嬉しそうな顔をした。

「だからこの前のキス、あんなにぎこちなかったんだ……」

「えっ？」

「冗談だとでも、思った？」

　私は小さく頷き、

「冗談というより……先輩がビールを飲んでいたので。だからちょっと、戸惑ってしまったというか……」

　そのままを伝える。

「そう、だったのか……」

　彼は深い溜息を落とした。

「俺の方は連絡をもらえなかったから、振られたとばかり」

「私が先輩を振るなんて、あり得ません」

「どうして？」

「え……」

　桜井先輩がそんなことを考えていたとは――だけど、嘘でもそう思ってくれた彼が、この上もなく愛おしくなる。

　そして私が小さな感動に浸っていると、

「約束して」

「なにを、ですか？」

「ひとりで考え込まないで、なんでも言葉にすること。話してくれないと、八木さんの気持がわからない。俺たちもう、付き合ってるんだから」

「……はい」

「その代わり、俺も約束するよ。どれくらい君のことが好きなのか、正直に伝えるって」

「……」

　私は幸せ過ぎて、目の前がクラクラした。こんな嬉しいことを男性から言われたのは初めてだ。しかも、大好きな桜井先輩から。

　もしかして彼は女性の好みが、少し変わっているのかもしれない。どちらにしても桜井先輩がブス好きで、本当によかった。

　そのあと彼は言った。

「ペン習字を習う前に、したいことがあるんだけど」

「なんですか？」

「キス」

「へっ？」

「八木さんと。今度はもっと、きちんと……」

「……」

　先輩は隣にいた私の後頭部を引き寄せる。瞬時に唇を塞いだ。

「ん……っ」

　大好きな桜井先輩とまた、キスしてる……。

　すぐに心臓がドキドキと高鳴り始めた。本当に夢のようだ。しかも今日の私は、れっきとした彼女に昇格している。

　こんな非現実的なこと、にわかに信じることができない。ブスの人生も、捨てたものじゃなかった。

　私は目を閉じ、彼からのそのありがたいキスを受け入れる。

　今日の口づけは長かった。彼の柔らかなモノが、唇の上から離れる気配がない。

　この前の路上でのファーストキスとは違い、ここは部屋の中。少なくとも誰かに見られる心配はなかった。

　そのためか先輩は、何度も何度も悩ましく私の唇を啄んでくる。ぐっと強く押し付け、ソフトにそこを食んだ。

「う……」

　彼との気持ちがいい口づけに、思わず小さな吐息を洩らした。自分がどこにいるのかさえも忘れてしまう。

　キスはただの、互いの気持ちを確かるための儀式だと思っていたが、どうやらそれは違っていたらしい。濃厚でそのエッチな味わいに、私の全身は火照り始めていた。

「ん、あ……うぅ……」

　舌先で唇を舐めくすぐられると、変な声が出てしまう。恥ずかしくて、紅潮しそうだ。

　それでも先輩は、私の唇を淫らに吸い続けた。呼吸がひとりでに上がっていく。もやもやとした淫らな気配に、初めての私は包まれていた。

　桜井先輩は舌先で私の唇の隙間をこじ開けたかと思うと、今度は強引に舌を侵入させる。

「ん、んっ……」

　彼の舌はうねうねと、私の口腔をいやらしく掻き回した。なおも大胆に歯列を撫で、粘膜をくすぐっていく。

「あ、んぅ……っ」

　エロチックな大人のキスが、バージンの私を翻弄する。呼吸がますます荒くなり、なぜか下半身が熱くなった。

　飲み込めない唾液が、口の中に溜まっていく。それは私の唇の隙間から、はしたなく流れ落ちた。

「あ、や……」

　苦しくて声をあげると、こともあろうか先輩が、そのこぼれた唾液をずるりと吸い上げたのだ。

「嘘……」

　大胆な彼の行為に狼狽えた。あまりに申し訳なくて、キスの最中であるにもかかわらず、驚きで目を見開いてしまう。

　しかし先輩は構うことなく、私の舌をからめとる。唾液を絡ませ、ぴちゃぴちゃといやらしい音を立てた。

「や……っ」

　本当のキスは奥が深い。テレビや映画でときおり観るキスシーンでは、わからないことだらけだ。

　そのエロチックな唇と舌の感触に、私の心はますます桜井先輩に奪われていく。

　そんな私の舌が、いつしか先輩の口の中に吸い取られていた。それは彼の口腔内でふたたび犯され、激しく踊った。

「ん、あ……う、うぅ……」

　その淫靡な感触に、思わず喘いでしまう。

　激しい口づけの仕業なのか、脚と脚との間には、得体のしれない甘い痺れが生まれた。それはじんじんと疼き、切なく広がっていく。

「あぅ……だ、だめ……っ」

　しかし先輩は、濃厚なキスをやめようとしない。それどころか、ますます唇を強く押し付けてくる。

「ん、んん……っ」

　背中にあった先輩の、もう片方の手が動き始めた。そこを悩ましく這い回り、徐々に下に降りたかと思うと、腰をいやらしくひと撫でする。腹部に滑り込んだあと、ゆっくり私の前を昇ってきた。

　な、なに……？

　躊躇う処女をよそに、彼の手は胸元に到達した。

「……うっ」

　先輩の指先が、膨らんだ二つの胸の周りをくすぐるように這い回る。

「あ、や……」

　どうやらそれは、乳房に触れようとしているみたいだ。今日初めて、彼と本格的なキスをしたばかり。なのにもう、次のステップに進むなんて。

　速い進度の桜井先輩に、どこか戸惑いを感じたものの――胸元を刺激する悪戯な指に、いつしか私は酔わされていた。

　指が丸い膨らみを上る。艶めかしくそこをいじり、ブラの下にある敏感な先に触れそうで触れない。その指先が、悩ましくて仕方なかった。

　下半身がひとりでに、熱くなっていく。じんじんと波打ついけない疼きが、脚の付け根から全身へと広がった。

「先、輩……」

　私は思わず彼を呼んだ。その行為にまだ見ぬ大人の世界を感じたから。

　しかし彼はそれが私からの催促だとでも思ったか、ベージュピンクのブラウスの上からその大きな手を豊かな乳房にそっと被せたのだ。

「はぅ！」

　驚いた私は、びくりと身体を震わせた。

「ちょっと、だけ」

「……」

　言うと先輩は、私の膨らみを揉んだ。硬いブラの生地が、胸の中央にある敏感な突起に擦れるようで、どこまでも気持ちがいい。

「あ、あぁ……ん、んぅ……」

　男性に触られるだけで、こんな悩ましい快感を得られるとは思いもしなかった。

　そうした小さな驚きとともに、私はますます桜井先輩のことが好きになっていく。興奮した息が、恥ずかしく途切れた。

　そして気が付くと、下半身が燃えるように熱くなっている。悩ましげなその疼きは、さらに激しくなり、エッチなことがしたくなっていた。

　きっと私は、どうかしているのだ。平常心ではなかった。

　先輩の指で、直に胸に触れてほしいだなんて……。

　しかし彼はそんな私の気も知らないで、合わせていた唇を離した。

「え……」

「ごめん、なにもしない約束だったのに」

　桜井先輩は謝った。

「だ、大丈夫です……」

　彼のキスに酔わされていた私は、もう一度したいぐらいだ。胸の膨らみにも、また触れてほしい――。

　しかし先輩は、

「ペン習字、始めようか」

　と思い出したように言い、

「あ、はい」

　私は承知するしかなかった。






　そのあと二人でダイニングテーブルへと移り、私は約束通り桜井先輩にペン習字の指導をした。

　彼の名前である『桜井亮介』という文字を、まずはお手本として記し、

「ここはもう少し長くした方が、カッコいいです」

　などと、偉そうに先輩が書いた字を添削していく。

　彼は何度も書いて練習した。隣でそれを見守る私は、少し前まで合わせていた先輩の引き締まった唇をつい見つめてしまう。

　駄目駄目……。

　彼は勘がいいのか、すぐに上達した。

「いい感じです。お上手です。もう完璧ですね」

「ありがとう。八木さんのお陰だよ」

　桜井先輩は嬉しそうに微笑んだ。

　しかしそのとき、彼の携帯が鳴った。メールが着信したようだ。

「ちょっと、ごめん」

　先輩はそれを、私から離れた場所で確認する。

「あとはひとりで、練習しておくから」

　そう取ってつけたようにそう言い、

「これから約束があったんだ。一緒に出よう」

　私の帰りを催促した。

「今日は、送っていけないけど」

「あ、そんなの、全然平気です……」

　本当はもう少し、桜井先輩の部屋でゆっくりしたかった。夕飯も一緒に食べ、もう一度甘いキスを――。

　だけど、彼から帰るように言われた私はここを出るしかない。彼女にしてもらったばかりで、我が儘などとんでもなかった。

　バッグを持ち、私はそそくさと椅子から立ち上がる。

　カッコいい桜井先輩と付き合えるだけで、十分感謝すべきだ。ありがたいことなのに、変な独占欲が出てしまうのか、私は彼のこのあとの予定が気になった。

　誰と会うのだろう……。

「あの、先輩……」

「ん？」

　でもまさか、それを聞くわけにもいかず、

「いえ、なんでもありません」

　黙って玄関まで急ぐ。

　中途半端に彼の部屋を追い出された私は、少しの不安と寂しさを抱いたまま、八王子にある自宅に戻ったのだ。

















４　ブスがバージンを奉げるとき












　晴れて憧れの桜井先輩の彼女になったとしても、彼はブスな私との交際をどこまでもひた隠しにするものだと思っていた。が、その予想は外れ、意外にもオープンだ。

　就活で忙しい桜井先輩が、毎日私に連絡をしてくることはなかったが、大学で姿を見かけたときは手を振ってくれたり、近くまで来てくれたり。ときには二人で昼食をとることもあった。

　あれから部屋に呼ばれることはなかったが、今が大変な時期だというのを知っていたので、我が儘を言わないようにしていた。

　テニスサークルを引退した先輩がたびたび顔を出すことはなかったが、それでもときおり私がコートに入っているのを遠くから見て、アドバイスをくれたりもする。

　私はそれだけで十分、幸せだった。人生の運気を、一気に使い切った気がするほどだ。

　だけど――。






　社会学概論の授業を受けていた私の隣に、突然沙織がやってくる。

「沙織……？」

　スキーサークルへの誘いを断って以来、彼女は私を避けていたはずだ。

　なのに、どうして……。

　しかし沙織は、まるで何事もなかったかのように話しかけてきた。

「真里菜って、桜井先輩と付き合ってるんだって？」

　彼女はそれが気になり、隣に座ったようだ。

　ミスター慶明の桜井先輩は、大学ではみんなから注目されていた。彼に憧れる女子学生も多い。そんな先輩が、私のようなブスと付き合っているのだ。学内の噂にならないわけはなかった。

　きっと沙織もそれを耳にし、声をかけてきたのだろう。

　私はその喜びを隠すように、

「あ、うん……」

　と控え目に答えた。すると、

「よかったね、真里菜。彼氏ができたんだ。桜井先輩のような素敵な人をゲットするなんて。なかなかやるじゃん」

　彼女は珍しく私を持ち上げた。

「あり、がとう……」

　入部届けまで書き、一緒に入ろうとしていたテニスサークルを、沙織はいい加減な形でやめていた。どこに入るのかは本人の自由だけど、私は今でもそのことがどこかに引っかかっている。

　しかし、

「ごめんね、沙織」

　心の狭い自分を恥じる。

「沙織が私をテニスサークルに誘ってくれたから、桜井先輩と付き合えたんだと思う」

　謝罪の気持ちを言葉で表した。

「なに言ってるのよ。それは真里菜が、いい子だからよ」

「……」

　私は沙織のことを勘違いしていたようだ。性格のきついところもあるが、本当の彼女は優しくて、友達思いだった。これまで沙織に対して抱いていた感情に、大いに反省する。

　こんなふうに気遣ってくれる同じ高校出身の友達を、一瞬でも軽蔑したのだから。

　いずれにしても、また沙織と話せるきっかけができ、私は嬉しかった。

　すると今度、彼女は声を潜め、

「で……桜井先輩との進度は、どんな感じ？」

　興味津々な様子で聞いてくる。

「あ、うん……」

「キスぐらいは、したんでしょ？」

「まあ、ね」

　私は正直に話した。しかし沙織は、さらに詳しく知りたがった。

「エッチは？」

「そ、それは……」

　私が返答に詰まっていると、

「まだなんだ」

　彼女は言い当てる。

「……うん」

　下手に嘘がつけない私は、沙織からの誘導にまんまと乗ってしまったようだ。

　しかし彼女は、

「よかった」

　と、なぜか笑みを浮かべた。

「どういう、意味……？」

　男性経験のない私に、早くバージンを捨てることを進めていたのは沙織だ。なのに、どうして『よかった』などと言うのか。私は気になった。

「知りたい？」

「うん」

「でも、聞かない方がいいかもよ」

　彼女はやけにもったいぶる。

「なに？　教えて」

「本当のことを知ったら、真里菜絶対、ショックを受けるから」

「……」

　けれど、そう告げられれば告げられるほど、ますます気になるのが人間の心理というもの。私は沙織にせがんだ。

「大丈夫、なにを聞いても平気だから。教えて」

　――すると。

「実は桜井先輩……友達とゲームをしているらしいの」

「ゲーム？」

「卒業までに何人の処女とエッチができるかという、処女狩りゲーム」

「え……」

「だから真里菜、彼にゲームのアイテムとして利用されちゃ、絶対に駄目だからね」

　沙織は強く言った。

　優しくて思いやりにあふれた桜井先輩が、そんな下品なゲームで私を利用するはずはない。

「まさ、か……なにかの勘違いだよ。桜井先輩に限って、そんな……」

　私は訴えたが、顔面からはすーっと血の気が引く気がした。

「信じるか信じないかは、真里菜の自由だけど……友達としては、一応耳に入れておいた方がいいと思って」

「あ、うん」

「私的にはそんないい加減な男とは、早く別れてほしいけどさ」

　沙織は私を心配した。

「ていうか……どうせエッチしたあと、どの子もみんなすぐに捨てられるみたいだよ。もしかしたら真里菜と同時進行で、別の処女と付き合ってるかもしれないし」

「そんな……」

「だいたいミスター慶明の桜井先輩が、真里菜なんかと付き合うはずがないじゃない。身体目当てだということに、どうして気が付かなかったの？　バカね」

「……う、うん」

　最後に沙織は言いたい放題、きつい忠告をした。

　桜井先輩が、そんな最低な人間ではないと信じたかったけど――どういうわけか、私の心はぐらぐらと揺らいだ。

　彼女が言うようによくよく考えてみたら、すべてに完璧な桜井先輩が私のようなブスを好きになるはずはなかった。イケメンから告白され、彼女にしてもらい、私は自分を見失っていたようだ。

　沙織の話を全面的に信用したわけではなかったが、彼が友達としているという、その処女狩りゲームとの辻褄があまりに合い過ぎていて、私は愕然とした。

「桜井先輩とのこと、どうなったか、また教えて」

　言いたかったことを全部伝え終えたのか、沙織は告げると、またいつものメンバーの元へと戻っていく。

　おかしな噂を耳にし、私を心配して話に来てくれただけのようだ。






　はあ……。

　やはりブスに、奇跡が起きるはずはなかった――。

　週に一度しか会えないのは、就活で忙しいからではなく、別の子とも付き合っているからだろう。

　先輩の部屋に行った日にも、誰かからメールが……。

　みんなが憧れるミスター慶明の彼が、私のようなブスを相手にしても、メリットはなにもなかった。どうしてそんな簡単なことに、気付かなかったのか。

　いや、私にはわかっていた。だけど、ハンサムで素敵な桜井先輩から告白され、いい気になり、現実から目を逸らしていただけだ。

　バカ……。

　とはいえ、沙織から忠告されたように、こちらから彼に別れを告げるなどとてもできなかった。そんな勇気は、持ち合わせていない。

　本当に処女とのエッチが目的なら、まだもう少し、桜井先輩とは付き合えるはずだった。

　だったら、それでも……。

　彼がゲームに勝つために、私を利用しているなら、協力してあげたかった。それで十分満足だ。

　身動きがとれないほど、私は桜井先輩のことが好きになっていた。






＊＊＊






　桜井先輩のことを疑い出したそれからの日々は、地獄のようだった。

　彼に真意を確かめることもできず、別れを告げることもできない。心の奥に宿した猜疑心をひた隠しにするだけだ。

　会おうと言われると嬉しいが、以前のように二人の時間に多幸感はなかった。

　先輩はクソ真面目な私の性格を分析し、いざというときにエッチを拒絶されないよう、慎重に計画を進めているのだ。

　彼はそのあと、キスから先に進もうとはしなかった。

　まるで、死刑宣告を待っている気分。いっそのこと自分から先輩にバージンを差し出し、とっとと終わりにしてしまおうか。

　だけど、いざとなると決心がつかない――。

　あともう少しだけ、大好きな桜井先輩の彼女でいたかった。彼がどんな目的で、私に近づいてきても関係ない。

　利用されても構わなかった。彼の役に立てるのなら、それで。その程度の価値しか自分にないことは、私が一番よく知っていた。

　それでももうひとりの私が、これ以上先輩を好きになる前、彼から離れなくてはと叫んでいる。

　どうしたら……。

　頭でわかっていても、心が言うことを聞かない。

　迷路の中に迷い込んだ私は、その運命に逆らうことができなかった。






＊＊＊






　桜井先輩は次の日曜日、新宿で映画を観ようと誘ってきた。

　多忙な彼と会うのは、二週間ぶり。電話やメールも、毎日来るわけではなかった。

　この連絡の取り方から分析しても、私たちはとても恋人同士とは言えないだろう。沙織の話に、より信憑性が増した。






　五分前に私が待ち合わせ場所へと到着すると、桜井先輩が先に来て待っている。

「すみません、遅くなりました」

「まだ五分前だ」

　先輩はくすりと笑った。

「この辺り、ナンパが多いと聞いたから、八木さんの身を案じて、俺が勝手に少し早く来ただけ」

「え……あ、はい」

　私は瞬時に悩殺されてしまう。

　彼はときどきこんなふうに、女心をくすぐる優しい言葉をさらりと口にした。これが先輩を諦められない最大の理由だ。

「あの、桜井先輩……」

「ん？」

　私は彼がずっと『八木さん』と言うのが気になっていた。同級生だけでなく、テニスサークルの先輩や仲間たちみんなが、私のことを『真里菜』や『真里菜ちゃん』と下の名前で呼んでいる。

　八木さんと言うのは、先輩だけなのに……。

　もしかして二人の距離を、これ以上縮めたくないのだろうか。私を捨てたあとのことまで、考えているに違いない。下手に親しくなりたがらないのだろう。

　もしかして、すべてが作戦……？

　そう勘ぐり始めると、なにもかもを疑いたくなった。

　しかし引っ込み思案の私が『真里菜』と呼んでほしいと、言えるはずもなく――。

「いえ、別に……それより先輩は、どんな映画が好きなんですか？」

　まったく違う質問をしていた。

「俺はスリリングな洋画かな。真里菜は……？」

「へ……っ」

　彼は私の心が読めるのか、突然『真里菜』と言ったのだ。そのあとは少し恥ずかしそうにした。

「あ、急にごめん。今度から、真里菜と呼んでもいい？」

　そう確認する。

「は、はい……それは……」

「真里菜も俺のこと、桜井先輩と言うのはそろそろやめないか」

「では、どうお呼びしたら……」

「そう、だな」

　先輩は少し考えて、

「同じように名前で、亮介と呼ぶのはどう？」

　そんな提案をした。

「む、無理です。呼び捨てなんて」

　いきなりハードルが高過ぎる。

「だったら、さん付けにする？」

「亮介、さん……？」

「うん」

「それで行こう」

　彼は並んで歩く私の手を取り、また素敵な笑みをこぼした。その笑顔は純粋そのもので、とても騙されているとは思えない。私の頭はまた混乱した。

　亮介さんが私と付き合う意図は、なんだろう――。

　ひとりでも多くの処女を狩るため、彼はいつもこんな悩殺的な笑顔で、誰かの恋人役を演じているのだろうか。

　そうだとしたら、ホントにひどい……。

　亮介さんの優しいぬくもりが、繋いだ手から伝わってくる。私はますます彼が好きになった。たとえ騙されていたとしても、恨むどころか、嫌いになることさえもできない。

　これ以上二人の時間を重ねたら、本当に亮介さんから離れられなくなりそうだ。エッチをして捨てられたら、ストーカーにも――。

　ブスだけど、小さなプライドだけは守りたかった。

　このままでは駄目……。






＊＊＊






　私が以前に観たいと話した映画のタイトルを亮介さんが覚えていて、予約してくれたようだ。なので発券機でチケットを受け取り、すぐに中に入ることができた。

　チケット代は彼が出してくれたので、せめて飲み物をと思ったが、それも亮介さんが買ってくれる。

「すみません……」

　これから捨てる私に、負担をかけないようにしているのか。しかしそれは彼を疑っている私も同じで、できれば借りを作りたくなかった。が、亮介さんが譲らず、仕方なくご馳走になることにする。

　映画はハリウッドで制作されたミステリータッチのもので、ある日突然知らない場所で目覚めた主人公がその謎を解いていくというストーリー。

　しかし今日の私は、映画に集中できなかった。隣に座る彼の温度にドキドキしたり、触れ合う腕に緊張したり。本当にこの人が私を騙したりするのだろうかと考え、悲しくなったり――始終気持ちが揺れていたからだ。

　そしてこれ以上は無理だと、私はある決心をしていた。






＊＊＊






　今日は時間があるらしく、亮介さんはこのあと一緒に食事をしようと言う。

「だったら、行きたいところが……」

　珍しく私が彼を引っ張った。

　一本通りを入れば、ラブホと呼ばれる男女がそういうことを専門に行うホテルがあるらしい。映画館のトイレで調べていた。

　ホテルと名前が付いているが、なにやら宿泊しなくてもいいようだ。休憩といって、数時間だけ部屋を借りることもできた。

「ここ、入りましょう！」

　偶然目についた、ちょっとメルヘンチックな外観のラブホへ、私は亮介さんを誘った。

「ええっ？」

「早く！」

　真面目なブスキャラの私に突然ラブホに誘われ、彼は驚いたのか、

「ここ、レストランじゃないぞ。なにするところか、わかってる？」

　呆れ顔で言った。

「もちろんです。亮介さんがいつまでも、私になにもしてくれないから」

「はっ？」

　そう、私は今日ここで、バージンを奉げようと思っている。

　亮介さんを疑い続けるのは、辛過ぎた。最後まですれば、彼の本性もはっきりわかるだろう。その結果、捨てられても仕方がなかった。

「まさか、嫌なんですか？　私とそういうことするの」

「じゃ、ないけど……」

「だったら！」

「……」

　躊躇う亮介さんを強引に誘う。

「て、いうか」

　でも、どうしてだろうか。ここに入って私から処女を奪えば、彼の目的は達成され、それでおしまいのはず。友達とのゲームにも勝てるだろう。

　なのに、亮介さんの気はあまり進まないらしい。

　こうなったら、無理やり……。

「お願いします。社会勉強のためにも、一度入ってみたかったんです、ラブホテルに！」

「ええっ？」

　しかし何度もそう口にすると、

「わかったよ……」

　ようやく亮介さんは了承した。






　当然ながら、ラブホという密室は初めて。しかも私からけしかけることになるとは、思いもしなかった。

　彼がもしまたひとり暮らしの部屋に呼んでくれたら、こんな苦労はなかっただろう。

　だけど別れたあとのことまで考えているのか、それとも私が彼女気取りで部屋に出入りするのが嫌なのか。亮介さんはあれから一度も、部屋に入れてはくれない。

　いずれにしてもここでバージンを奉げたら、彼の考えもはっきりするだろう。すべてが終わるはず。

　私たちが入った部屋は、なにやら海がテーマらしい。壁や天井には水色の壁紙が貼られ、ところどころには水しぶきをイメージするのか、キラキラとしたラメが散りばめられていた。

「す、すごいですね。ラブホって。本当に、海みたい」

　わけもわからず、はしゃいでしまう。

　しかし開放感のある海がテーマのはずなのに、この部屋には窓がなかった。そのせいか、息苦しさを感じる。

　またラブホには、スイッチを押したら回転する丸いベッドがあると聞いていたが、そうしたものはなく、ベッドは四角い一般的なものだった。

「シャワー、先にする？」

　亮介さんは唐突に聞いた。

「あ、はい……」

　そう言ってバスルームを見ると、そこはすべてがガラス張りになっている。どう考えても部屋で待つ彼に、全裸を見られてしまう。

　どう、しよう……。

　恥ずかしくていつまでもじもじしていると、

「だったらシャワー、なしでする？　俺は別に、構わないけど」

　亮介さんはぶっきら棒に告げた。

「それ、でも……」

　そう返事をするしかない。

　ラブホに入ってからの亮介さんは、なにかが変だった。言葉の端々に棘があり、冷たさを感じた。優しい笑みも浮かべることもない。

　もしかしてこれが、彼の本性なの……？

　にわかに信じることはできないが、ここへ来て目的達成が目の前に迫り、私への余計な気遣いはやめたのだろうか。

　そ、そんな……。

　すべてが怖くなってきた。

　でも今から、さすがに帰りたいとは言えないし……。

　私がいつまでも部屋の隅の方で固まっていると、

「シャワーしないなら、早く脱いで。ぐずぐずしないで、ベッドに入れよ」

　亮介さんが怒ったように告げる。

「あ、はい。すみません……」

　私は謝り、従うしかなかった。






　どんなに彼のことが好きでも、こういうことをするのは初めてだ。私から誘ったのは事実だが、キスとは違い、また別の勇気というか覚悟というか。そういうものが必要だった。

　そのうえ亮介さんの態度が、ラブホに入ってから急激に冷たくなっている。彼に騙されているかもしれないという思いもあった。

　私の心のうちは、次第に切なくなる。

　それでも唇を噛み、指示通りに着ていた花柄のワンピースの前ボタンに手をかけた。ブラとショーツだけになり、彼の視線が私から逸れていることを確認し、手早くワンピースを畳んだ。

「下着ですが……ベッドの中で、取ってもいいでしょうか？」

　亮介さんの目の前で全部脱ぐのはあまりに恥ずかしく、そう尋ねると、

「好きでいい」

　そんな答えが返ってくる。

「ありがとう、ございます」

　亮介さんからの実質上のＯＫがもらえた私は、白のブラとお揃いのショーツをつけたまま、べッドに潜り込だ。そしてなぜか、頭までシーツを被る。

　彼も服を脱いでいるようだ。灯りを少し落としたあと、私がいるベッドの中へと入ってきた。

「あ……」

　緊張のあまり私は、ブラとショーツを外し忘れている。着けたままだ。

「すみません。下着をまだ……」

　ブスなのに、グズな自分が本当に嫌になった。

　けれど亮介さんは、

「いいよ、そんなの」

　不機嫌そうにそう言い、すぐに裸の上半身を私に重ねてくる。

「……っ！」

　彼はキスを落とした。

「ん、う……」

　あっという間に唇の隙間をこじ開け、肉厚の舌が入り込んだ。

「あ、ぐぅ……っ」

　艶めかしく中を掻き回されると、呼吸がすぐに上がっていく。

　亮介さんは外し忘れた白いブラの内側に手を差し入れたかと思うと、一気にそれをずり下ろした。目の前には、ふくよかな処女の乳房が曝け出される。

「やっ！」

　驚いた私が声をあげても、彼はお構いなしだ。丸い膨らみと中央に薄赤く色付く突起を眺めることもなく、そこを乱暴に大きな手で鷲掴んだ。

「あっ、うぅ……」

　こんな短気な亮介さんの姿を見たのは、初めて。彼は無造作に、私の白い膨らみを強引に揉み出した。

　い、痛いっ……。

　口に出すのはさすがに我慢したが、そう感じた。胸に直接触れられているというのに、想像していた気持ちよさはない。

　い、や……。

　激しい胸を揉む手付きに、私は戸惑った。前はあれほど優しくしてくれたのに、今日の彼は理性を失っている。まるで獲物を前にした野獣のようだ。

　……。

　沙織の話が本当なのかもしれないと、私は疑いを深めた。やはり彼女の忠告通り、別れた方がよかったのだろうか。

「あぅ、や……っ」

　しかし乳房が揉まれていくうち、私の中にはその考えとは裏腹な、淫らな快感が宿ってくる。少しずつ身体の奥が蕩けていくようだ。

「う、あ……ん、んぅ……」

　そしてどうせなら、このまま最後までエッチをして、亮介さんに友達とのゲームに勝たせてあげたいと思い始める。

　どうしても彼への気持ちが捨てられない。バージンである私の身体が役に立つなら、それでいいとも考えた。

　やがて合わせていた唇を、亮介さんは少しずつ下へ降ろし始める。首筋を通り、鎖骨を滑って、胸の膨らみへと到達した。

　彼は一瞬躊躇ったように視線を伏せたが、すぐに私の硬く勃ち上がった頂を口に含んだ。

「あ……んっ！」

　亮介さんに咥えられた乳首からは、淫らな感触が伝わってくる。それはつまらない私の羞恥心を忘れさせるほど、気持ちがよかった。

「あ、だめ……や、ん……」

　唾液に塗れた口の中で、敏感な突起は弄ばれ、尖っていく。

　彼の舌ですでに硬くなった先をチロチロと転がされると、絶妙な快感が全身を支配した。

　ざらついた舌腹で押し潰され、ちゅーっと強く吸い上げられると、私はすぐに別世界へ落ちていく。

「あぅ……亮介、さん……」

　もう片方の膨らみを、彼の悪戯な指が攻めてくる。

　ぎゅっ、ぎゅっ、ぎゅっと薄赤い頂を指先で抓み、大きな膨らみを下から掬い上げるようにむにゅむにゅと卑猥に揉んだ。

「やあ……っあ、んぅ……だ、めぇ……」

　呼吸がはあはあと、速くなっていく。もやもやとした不埒な気配が下腹部に集まり、私の股間を疼かせた。

　そしてソコからは得体のしれないとろりとした液がこぼれ落ち、穿いたままのショーツをぐっしょりと濡らしていく。

「ど、どうしよう……ごめん、なさい……」

　私は悲壮な顔で、息を呑んだ。すぐさま下半身にぎゅっと力を入れたが、もう遅い。感じ過ぎて、粗相をしてしまったようだ。

「なに？」

「ちょっと、ショーツが……」

「え？」

「だから……濡れちゃったんじゃ、ないかと……」

　ものすごく恥ずかしかったが、亮介さんに報告した。

　せっかくいい雰囲気になっていたのに、すべてが台無しだ。これだから処女は面倒だと文句を言われそうだった。

　しかし、

「大丈夫。それは真里菜が、俺に感じた証拠だ」

「えっ？」

「心配ない」

　そして彼は小さく微笑み、

「よかったよ……」

　と、静かに呟いた。

「なにが、ですか？」

　意味がわからず、問い返してしまう。

「だから真里菜が、こういうことに慣れた子じゃなかったから」

「あ、はい」

　亮介さんは私が処女と知って、付き合い始めたのではなかったの……？

　それとも処女だと思っていた私が強引にラブホに誘い、すでに男性経験があると勘違いして、気分を害したのだろうか――。

　あ、うん。そうだ。きっと、そうに違いない……。

　私の予測通り、そのあとの彼は、いつもの優しい亮介さんに戻っていた。






　海をテーマにしたというこの部屋の灯りは薄暗かったが、水面を演出しているのか、真っ青なフットライトが床を眩しく照らしている。そのため彼の顔は確認できた。

　ラブホに入った途端、厳しく変わった表情も、今は穏やかだ。おそらく誤解が解けたのだ。

　処女だと思って計画を進めてきたのに、違うとわかったら、頭に来るのは当然だった。バージンであることしか価値のない私とのエッチが、楽しいはずはない。

　突然キャラを変えてしまったのが、いけなかったのだろう。でもこれで、彼も安心して処女を奪ってくれるはず。

　無知な報告で中断してしまったエッチを、私はふたたび仕切り直そうと、

「変なこと言って、すみませんでした」

　と、まず謝り、

「それでは続きをしましょう」

　その先を自然な感じで促した。

「あ、うん……」

　しかし彼は戸惑ったような顔で、

「なんで急に、ラブホに入ろうだなんて……？」

　今頃になり、そんなことを聞いた。

「え……」

　もしや頭のいい亮介さんは、私が考えていることを、気付き始めたのだろうか。彼を疑い、その真意を確かめようとしていることを。

　マズい……。

　私はどこまでも焦ってしまう。

　早くなにか、言わなくちゃ……。

「あ、だから……ただ単に、バージンを捨てたかったんです。相手は誰でもよかったので、気にせずやっちゃってください」

　彼の目的が私の身体だけだったとしても、悪いと思わせないよう、すぐに別れを切り出せるようにと、私は私なりに気を使ったのだが――。

「そういう、こと……」

　溜息交じりに呟いた彼は、なぜかまた冷たい表情に戻っていた。






　胸への愛撫がひと通り終わったのか、彼はいきなり私のショーツへ手を伸ばす。なにも言わず、いきなり股間に指先を添わせた。

「ひゃん！」

　淫らな電流が、全身を駆け抜ける。

「濡れてるから、すぐ挿れていいよな」

「え……」

　亮介さんは私のショーツを下ろし始める。

「あ、の……」

　彼はあっという間に、大切な部分を守っていた薄い三角の布を両脚から抜き取ってしまう。

「……」

　ついにこの瞬間が来たようで、私は身体を硬くした。また心臓が、ドキドキと心拍数を上げていく。

　生まれたままの下半身が、放り出されている。彼は予告もなく私のむちむちとした恥ずかしい内腿に手を入れた。

「……っ！」

　これから、なにが……？

　保健体育で習った程度の知識ならあるが、私はその詳細を知らない。

　亮介さんはそんな緊張に包まれた私の内腿に、指先で気持ちのいい円を描き始めた。

「っう……」

　それは不埒な快感を与えながら、敏感な脚の付け根の方まで、じわじわと上ってくる。

「ん、はぅ……！」

　彼の指が、はしたない蜜で濡れた大切な場所を捕えた。卑猥な縦のラインに指を添え、クリクリとソコを刺激する。

「やん……あぅ、はぅ……やぁ……っ」

　悩ましい快感に包まれた私は、淫らに全身を捩っていた。気が付くと彼の指を、ぎゅっと股間で挟み込んでいる。

「力、抜いて」

　亮介さんからの注意が飛んだ。

「そんなに硬くなったら、なにもできない。セックスが、したいんだろ？」

「はい、すみません……」

　謝った私に、

「もう少し脚、開いて」

　彼はさらに命じた。

「こう、ですか？」

　恐る恐る私が両脚を開けると、亮介さんはそこに手のひらを突っ込んでくる。

「きゃっ！」

　彼の指が、私の敏感な花弁を捕えていた。その二本がパカッとソコを開いたかと思うと、奥にあるもっと感じる蕾をいじくる。

「や……だ、めぇ……無理、ですぅ……っ」

　はあはあと息が、淫らに上がった。それでもいやらしい指はソコばかり執拗に攻め続ける。

「あぅ……だ、めぇ……」

　大切な入り口からは、感じたときに出るという液があふれた。

　ピチャ、ピチャ、ピチャ……。

　下からはその愛液をいやらしく指に絡めた、卑猥な音が響いてくる。

「あん、や……っう、はぅ……っ」

　彼の指先から与えられる淫靡な快感に耐え切れなくて、私はお尻をうわうわとベッドから浮かせていた。無意識のうちに、膝と膝をもじもじと擦り合わせている。

「ここがもう熟れて、すぐに男をほしがってる」

「え……」

「まずは指から、食べさせてやるよ」

「……」

　どこか品のない、女を軽く扱うような――そんな残念な言葉を吐いた彼に、私はショックを受けた。

　こういうのが、エッチをするときの男女の会話だったとしても、亮介さんの口からは聞きたくない。

　頭の中で描いていたこれまでの人物像と、今の彼が大きく異なり、私は悲しくなっていた。

　そして同時に、絶妙な愛撫でどこまでも盛り上がっていた興奮した気持ちが、嘘のように萎んでいく。

　しかし彼は、そんな私の心情には気付こうともせず、どんどんセックスを前に進めた。ゴツゴツとした中指を、ぷつりと私の中に沈めたのだ。

「いっ……！」

　下半身に、小さな違和感が生まれた。指が入ったことはわかるが、とくに快感は覚えない。

　やがて彼はその指を、私の蜜口で出したり挿れたり。作業を始めたのだ。

「う、や……っ」

　無理やり指を突っ込まれているようで、辛い。私を陶酔させていた快感は、残らず消えていた。

　それに女の股間に指を挿れ、抽挿を繰り返す亮介さんの姿が滑稽でならない。物悲く、切なくて堪らなかった。

　私たちは人間ではなく、繁殖のために交尾を行っている動物のようだ。しかも、

「滑らない……」

　彼は少し不機嫌になった。

　エッチな気持ちが冷めてくると、ぬるぬるとしていたソコは、滑りが悪くなるようだ。

　やがて彼は呆れたように、

「仕方ない」

　と呟くと、胸元にあった唇と舌を少しずつ下へと降ろした。

　白い肌の腹部を通り、お臍を通過し、恥ずかしい薄い茂みに口づけたかと思うと、いきなり私の股間に潜り込んだ。

「ひゃん！」

　ハンサムな彼の顔が、敏感なソコに埋められている。

「う、嘘……っ！」

　驚く私の蜜口に、彼はキスの雨を降らせた。

「あ、あの……亮介さん。そんなとこ、駄目です！」

　こんなことならどんなに恥ずかしくても、ガラス張りのシャワーを使わせてもらえばよかった。

　しかし彼はすべてを無視するように私の両膝を立て、さらに大きく脚を開く。

　そしてもっと奥まで、そのいやらしい舌をうねうねと這わせ始めたのだ。

「や、あんっ……」

　蠢く彼の舌が、気持ちよく私を犯していく。

　ずるりと下から舐め上げたかと思うと、今度は先を尖らせ、熟れた蕾をいやらしく刺激した。

「うっ、あぅ……っ」

　あまりに絶妙な舌遣いに、私の呼吸はふたたび乱れる。消えかけていた艶めかしい快感が、また戻ってくるようだ。

「やぁ、駄目、です……シャワー、も……まだ、なのに……」

　それでも、彼の口から受ける悩ましい愛撫には抗えない。我慢できないお尻がうわうわと浮いた。

　亮介さんはそんな処女の腰をがっちり両手で捕まえ、尖らせた舌先を蜜口の奥に挿し込んだ。

「あ、んぅ……っ」

　指のときは違和感しかなかったが、舌は本当に気持ちがいい。すぐに反応した下半身が、ドクドクといやらしい脈を打ち始めた。

「や……あ、あぁ……だ、め……い、いい……」

　いつしか私は、官能の渦を彷徨っている。敏感な秘処を口と舌に攻め立てられ、別世界へ飛んでいくようだ。

　挿れて、もっと奥まで……。

　そんなエッチなことまで考え、腰を小さく揺らしてしまう。

　すると股間をいじめていた亮介さんが、顔をあげた。

「もういいだろ」

「え……」

　彼は穿いていた黒のブリーフを脱ぎ、中から硬く勃ち上がったグロテスクなモノを取り出したのだ。

　大きい……。

　直視すべきでないと思っても、あまりに巨大なソレに、私の目は奪われた。

「もしかして、ソレを私の中に……？」

　当り前のことを聞いている。

　しかし彼はどこか面倒くさそうに、

「じゃあ、なんのためにここへ来たんだ」

　冷たく言い放った。

「あ、はい……」

　保健体育の授業で得た知識によると、男性がエッチな気分になると性器に血液が集まり、ソコが硬く大きく膨らむらしい。これを勃起というようだが、まさか実物がこれほどのサイズになるとは思いもしなかった。

　私は急に怖くなった。

　たとえ亮介さんに愛されていなくても、ゲームに勝たせてあげたくて、私は処女を捨てる覚悟をした。

　指のときは痛くて違和感を覚えたが、舌を挿れられたときは本当に気持ちよくて。すべてを捧げたい気分になっていた。

　だけど……。

　聞きかじった話では、初めてのときはかなり痛いらしい。なのに亮介さんの態度は氷のように冷たくて、とても私を気遣い、優しく進めるつもりはないようだ。

　にもかかわらず、指よりも遥かに大きくて太い彼のモノを、私の初めての蜜口に挿れたりしたらどうなるのだろうか。

　痛いに決まっていた。もしかしたら入らなくて、もっと彼を怒らせてしまうかもしれない――。

　帰りたい……。

　そう思った瞬間、私は上にいた彼を跳ね退けていた。シーツで慌てて身体の前を隠し、上半身を起こしてベッドの上を後ずさる。

「ごめんなさい。やっぱり私、無理です。先輩がゲームに勝てるよう、協力したかったけど……」

「ゲーム……？」

「役立たずで、本当にすみません。でもお友達には、私から処女を奪ったとお話ください。そして今日私は、先輩に振られました！」

「え……？」

「全然大丈夫ですから」

　そう告げた私はベッドから下り、脱いだ服を掻き集めた。そのままトイレに駆け込み、中から鍵をかける。

　涙があふれて、仕方がなかった。だけど、すべて自ら決めたことだ。

　バカな私は、自分に酔っているのだろう。可哀想な悲劇のヒロインを演じていた。騙されただけの、ただのブスなのに――。

　私がトイレで着替えている間、先輩がドアを叩いていた。挿入の手前で逃げてしまった情けない私に、文句があるのだろう。

　ごめん、なさい……。

　身支度を整えて私がトイレから出ると、彼は待ちわびた様子で、

「少し話そう」
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　と腕を掴んできたが、

「今日まで本当に、ありがとうございました。すごく楽しかったです。さようなら」

　私はそう早口で告げ、先輩の手を振り払うように、ラブホを飛び出していた。
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　どうやって八王子の家まで帰ったのか、まったく覚えていなかった。気がつけば、自分の部屋にいたというだけだ。

　たとえ騙され、利用されていたとしても。ブスの私が付き合えるはずもない、ミスター慶明、桜井先輩の彼女にしてもらえたのだ。感謝すべきだった。

　しかも彼の真意を知りたくて、ラブホに誘ったのは私だ。別の結果になることを祈っていたが、そんな幸運が訪れるはずはなかった。

　それより、明日からどうやって生きていこう……。

　ただ彼と出会う前に戻っただけなのに、なぜこんなに苦しいのだろうか。

　素敵な彼から、優しくしてもらえた。デートもし、八王子にある家にまで送ってもくれた。

　だからもう、全部忘れてしまおう……。

　失恋は辛くて悲しいけど、彼のためだと思えば、耐えられないこともなかった。

　ふう……。

　私はそう考え、静かに息を吐いた。

















５　ブスが知らなかった驚愕の事実












　そのあと私は一週間、大学を休んでいた。風邪を引いたのだ。

　桜井先輩に振られ、弱った身体に風邪ウイルスが団体で到来したらしい。季節外れだけど、珍しく高熱も出た。

　やがてよくなると、不思議と気分がすっきりしている。これこそ怪我の功名ではなく、風邪の功名だ。

　大学へ行ったら、ミスター慶明の先輩に振られた可哀想なブス、つまり私のことが話題になっているかもしれない。

　それでも彼は、処女狩りのゲームで一歩リードしただろう。

　よかった……。

　私は素直にそう思えた。

　桜井先輩と別れたことは、沙織の耳にも届いているはずだ。私はしばらく、惨めな女子大生を演じなくてはならなかった。






　そんな覚悟までし、翌週から大学へ行ったが、周りにはなんの変化もなかった。

　どう、して……？

　少なくとも沙織は、私の元へ走り寄ってくると思っていた。彼女のアドバイスを無視し、桜井先輩にバージンを捧げたことになっているのだから。

　――だけど。

　廊下で彼女と擦れ違っても、とくにいつもと様子が変わらない。

　桜井先輩、まだ誰にも話してないの……？

　彼とラブホに行ってから、一週間以上が過ぎている。みんなから注目される彼とブスの私との間に、なにかがあったと気付かれるのは時間の問題だろう。

　これからは校舎の片隅で立ち話をし、一緒にご飯を食べたりすることもなくなるのだから。

　いいのに、遠慮しなくても……。

　私は静かに首を傾げた。
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　しかし数日が経つと、予想通り沙織が話しかけてきた。

　桜井先輩と私との間に、なにかがあったと思ったようだ。最近一緒にいないことを、気付かれたらしい。

「もしかして、別れたの？　真里菜と桜井先輩？」

　彼女は興味深そうに聞いた。

「まあ」

「おめでとう、よかったね」

「う、うん……」

　だけど私は身を引き裂かれるような思いで、桜井先輩と別れていた。一週間風邪で寝込み、ようやく立ち直り始めたところ。悪いけど、全然おめでたくはない。

　けれど沙織は、やけに嬉しそうだ。

「ね、私のアドバイスのお陰でしょ？　別れて正解よ。なにも知らないでバージンを捧げていたら、とんでもない被害に遭ってたんだから。感謝してよね」

　どこか誇らしげに。

「ありがとう……でも」

「でも？」

　私は桜井先輩のため、嘘をつかなくてはならない。

「実は私……桜井先輩とそういうこと、しちゃったの」

「ええっ？　したの!?」

　彼女は大袈裟に驚いた。

「どこで？」

「新宿のラブホで」

「まさか真里菜、先輩と一緒に入ったの？」

「まあ」

「駄目じゃん！　そんないかがわしいところに、ついていっちゃ！」

　無謀なことをした私を、沙織は叱った。

「ご、ごめん……」

　しかしそのあと、おかしなことを言ったのだ。

「だったらなんで、彼と別れたのよ」

「え……」

　『処女狩りのゲームをしている桜井先輩は、バージンを奪う目的で私と付き合っている』『エッチをしたら、すぐに捨てられる』そう教えてくれたのは彼女だ。

　なのにどうして、「なんで、別れたのよ」などと聞くのだろうか――。

　私の脳裏にはふとそんな疑問が過ったが、

「振られちゃったんだから、仕方がないよ」

　ブスと付き合ってくれた桜井先輩の名誉を守るため、そう偽りを答えるしかない。

　それでも沙織は、

「エッチまでしたのに？」

　と、いぶかしげな目を向けた。

「うん」

「なんだ……」

　次に彼女は大きく息を吐き、そのあとはなぜか満足気に微笑んだ。

「高望みして、ミスター慶明と付き合うからよ。どうせ彼氏にするなら、同レベルで探さなきゃ」

「同レベルって？」

「別に真里菜がモテないって、言ってるわけじゃないけど。見た目って、結構重要でしょ？」

「あ、うん……」

　彼女は私がブスで、男性とは縁がないとでも言いたいのだろう。間違ってはないけど、振られたばかりの友達にかける言葉ではなかった。思いやりがなさ過ぎる。

　そして、

「こんなすぐに桜井先輩と別れることになるんだったら、あんな苦労、しなかったのにな……」

　とも呟いた。

「えっ？　あんな苦労って？」

　私は聞き返したが、

「ううん、なんでもない」

　誤魔化されてしまう。そのあと、

「いずれにしても桜井先輩とエッチができたこと、真里菜にとっては超ラッキーなことなんだから。あまり落ち込まないで。じゃあ」

　最後に沙織はそう告げて、去っていく。

　本当に私のこと、心配してくれてるの……？

　もう一度、彼女から言われたことを思い返してみた。

　やっぱり、変……。

　辻褄の合わないところがいくつかある。

　彼女は私が桜井先輩に処女を奪われ、捨てられないように気遣い、すぐに別れることを勧めてくれていた。

　それ、なのに……。

　なにかがすっきりしなかった。が、今さらどうこう言っても始まらないだろう。桜井先輩とはもう終わってしまったのだから。

　はあ……。

　私はもやもやした思いを打ち消すように、大きく息を吐いた。






　ミスター慶明の桜井先輩の動向は、大勢の学生が注目していたはずなのに、私たちが別れたことは、大学内でそれほどの話題にはならなかった。

　相手がブスの私じゃ、関心がないのかも……。

　それとも沙織のように、人の不幸を喜ぶ学生がこの大学には少ないのだろうか。

　いずれにしても私は静かに、夏休みを迎えていた。
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　今年の夏は気分転換も兼ねて、長崎に住む祖母の家をひとりで訪れることにした。

　ここは母の実家で、中学生までは一緒に毎年のように来ていたが、高校に入ると勉強が忙しくなり、ご無沙汰している。祖母に会うのは久し振りだ。

　ひとり暮らしをする気丈な祖母と、のんびりした長崎の田舎で時間を過ごしていると、東京での辛かったことが嘘のように癒えていく。これは本当に不思議だった。

　私はまだ桜井先輩の携帯番号やメアド、送られてきたメッセージをそのままスマホに残している。

　一刻も早く彼を忘れようと、削除することを試みたものの、いざとなると尻込みしていた。未だに、実行できないでいる。ときには未練がましい自分が嫌になり、自己嫌悪に陥ったりもしたが、それでも駄目だった。

　しかしここに来てしばらくすると、先輩と交わした短いメールを見ても、なぜか心が痛まない。どこか甘酸っぱい、懐かしい思い出に変わっていた。

　また祖母の言葉を借りると、ぎこちなかった私の笑顔が、自然に戻ったという。長崎に来て少し元気になったのかもしれない。

　九月の中旬から大学の二学期が始まる。これでもし桜井先輩を見かけても、私はふつうに言葉を交わすことができるだろう。

　ようやく彼とのことが、終わった気がした。






　去年までは大企業からの内定がもっと早く出ていたらしいが、なにやら取り決めが変わり、今年からは九月から一気に就職が決まるという。

　夏休み中だけでなく、ずいぶん前から就職活動をし続けてきた桜井先輩たち四年生の緊張が、もっとも高まる時期だ。

　私はもう彼とはとっくに別れ、現在は恋人ではなかったが、それでも就活を頑張っていた桜井先輩をよく知っていたので、結果はとても気になっている。どうしても応援せずにはいられなかった。

　そこで夏休み、長崎の祖母の家の側に仕事関係にすごくご利益のある神社があると聞いた私は、足を運んでいた。彼の就職が上手く行きますようにと頼み、渡せるかどうかわからないお守りを一応もらってきたのだ。

　大学が始まっても、すぐに試験が始まる。サークル活動もそれが終わるまで、しばらく休みになるだろう。

　桜井先輩と偶然会うチャンスはないかもしれない。

　なのに、私は……。
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　――九月。

　大学が始まり、私は試験前最後のテニスサークルの練習に出ようと、女子ロッカールームにあるカーテンで仕切られた更衣スペースで着替えていた。すると、外から女子学生の話す声がする。

「桜井先輩、テレビ局から内定もらったんだって！」

「ホントに？　すごいね」

「うん」

　よかった……。

　着替えながら私は、喜びに震えた。結局、長崎の神社でもらってきたお守りは渡せなかったけど、やっぱり桜井先輩はできる人のようだ。

「報道志望らしいけど、あれだけマスクがいいと、局アナにされるんじゃない？」

　二人の話は続いた。

「だと、いいなあ。先輩が毎日テレビに出たら、同じ大学の同じサークルだったって、自慢できるし」

　ロッカールームにいる私に気付かず、二人は盛り上がる。

「でもよかったよね、桜井先輩。真里菜ちゃんに振られて、相当落ち込んでたみたいだから」

「そうなの？」

「三年の松本さん、何度もヤケ酒に付き合わされたんだって」

　桜井先輩が、私に振られた……？

「だけどどうして真里菜ちゃん、あんなに素敵な先輩が、気に入らなかったんだろう」

「不思議よね」

「私だったら、向こうから別れてって言われても、絶対に離さないのに」

「それじゃあ、ストーカーでしょ」

「確かに」

　彼女たちはクスクスと笑う。

「だけど……男女の仲って、当人同士しかわからないこともあるようよ。きっと真里菜ちゃんには真里菜ちゃんの事情とか、悩みとか、そういうのがあったのよ」

「たとえば？」

「実は桜井先輩、変な趣味の持ち主だったとか……？」

「変な趣味？」

「腕とか縛り上げて、エッチを要求するみたいな……」

　ええっ……!?

「完璧だと思える男性ほど、変態やマザコンが多いらしいよ。これは未だに独身の叔母の受け売りだけど」

「そっか」

「でないと、真里菜ちゃんから別れるはずがないよ」

　先輩たちは勝手な想像で、話をどんどん膨らませていく。自分のことは平気だが、桜井先輩が悪く言われるのは我慢できなかった。

「ち、違います！」

　だから私は、勢いよくカーテンを開けた。更衣スペースから登場する。

「ま、真里菜、ちゃん……!?」

「ていうか……いたの？　そこに!?」

　先輩たちは目を丸くし、こっちを見つめた。

「桜井先輩、変態でもマザコンでも、絶対にありません。信じてください」

　私は主張する。

「わ、わかったから」

「だったら、どうして別れたの？」

　ひとりの先輩にそう聞かれ、私は言葉を詰まらせた。

「そ、それは……」
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　処女狩りのゲームに勝った桜井先輩が、私と別れて落ち込み、どうしてヤケ酒を飲む必要があるのだろうか。彼が私に、なんらかの感情を持っているはずなどなかった。

　でも……。

　私は試験前の最後のテニス練習を断念し、沙織を探した。まだ大学に残っているはずだ。彼女なら、なにか知っているに違いない。

　沙織は案外すぐに見つかった。構内にあるカフェテラスで、誰かとお茶を飲んでいる。

　外からガラス越しに彼女を発見した私は、失礼だと知りながらも、一直線にそのテーブルに近づいた。

「沙織っ！」

「ま、真里菜!?」

「いったい、どういうこと？　桜井先輩が私に振られて、ヤケ酒……」

　と、訴えようとして、一緒にいた人にゆっくり視線を向けると――驚いたことに真向かいには、桜井先輩が座っている。

「桜井、先輩……？」

　衝撃的なツーショットに、私は目を見張った。自分がなんの用で沙織を探していたのか、それさえも忘れてしまいそうだ。

「ど、どうして……二人が？」

「だから、真里菜……」

　もしかして沙織は彼と、付き合い始めたのだろうか――。

　だけどそんなこと、どうでもよかった。どうでもいいというのは言い過ぎだけど、とにかく私は、心のうちでずっともやもやくすぶっていた疑惑を解消したかった。

「ちょうどよかったです。桜井先輩にも、聞きたいことが……」

　私が言うと、なぜか沙織は慌てた。

「どうしたのよ、急に。真里菜、身体の方はもう大丈夫なの？」

　おかしなことを言う。

「身体……？」

　そして、

「ち、違うって。私は真里菜のことを、桜井先輩に相談したくて……」

　すると沙織はいきなり立ち上がった。

「ちょっと、来て！」

　私を別の場所へと連れていこうとする。

「どこ行くの？」

「いいから」

「は、放して！」

　それでも彼女は強引に、私をカフェテラスの入り口まで引っ張った。

　そのあとは突然態度を急変させ、

「真里菜あんた、もう桜井先輩とは別れたんでしょ？　今さら、なんなのよ！」

「え……」

　かと思えば、

「お願いだから、私の邪魔をしないで」

　と、猫なで声を出した。

「私はただ、桜井先輩が本当に友達とゲームをしていたのか、確かめたかっただけで……」

「わ、わかった。だったら私が彼に聞いて、あとでメールするから。とにかく今日は帰って！」

「う、うん……」

　限りなく不吉な予感はしたものの、沙織に哀願された私は、仕方なくカフェテラスを出ようとした。

　――しかし。

「俺も知りたいな。その友達とのゲーム」

「えっ……」

　桜井先輩が背後にいたのだ。

　沙織は、彼に早口で言った。

「大したことではないんです。気にしないでください。ゲームをしていたのは先輩じゃなく、私たちで」

「ええっ……？」

「真里菜は、勘違いしてるんです」

「私、勘違いなんてしてない！」

　そう主張したが。

「はいはい、わかったから」

　彼女は私を宥めすかすよう言い、

「近頃彼女、少し情緒不安定なんです。可哀想に……」

　と、今度は先輩の方を向き、嘘の話をした。

「なに言ってるの!?」

　沙織から病人扱いされた私は声を荒らげたが、それはまさしく彼女の思う壺だったらしく、

「感情的にならずに、落ち着いて。ね、真里菜」

　却って上手くあしらわれる始末。これではいくら本当のことを告げても、桜井先輩に信じてもらえるかどうかわからない。

「もう、いい」

　投げやりになった私は、大きな溜息をついた。考えてみれば沙織に口で勝てるはずはなかった。

　しかし、桜井先輩は私を見て言った。

「話してくれ、真里菜。なにを確かめたかったんだ？」

「先輩、その話はもう」

　沙織はもちろん全身全霊で止めたが、

「それは……」

　私は彼に、沙織から聞いたことのすべてを伝えた。






「そんなこと、あるはずがない。バカげてる」

　桜井先輩は怒りを堪えるように言った。

「そう、なんですか？」

　彼が真実を告げているような気がし、私は別の意味でショックを受けた。

　しかし沙織は、

「ですよね、私もおかしいと思ったんですが……スキーサークルの先輩から、そう聞いたので」

　と平然と主張する。

「スキーサークルの誰？」

　桜井先輩は沙織を問い詰める。

「えっと……誰、だったかなあ……。ちょっと、待ってください」

　思い出そうとする沙織に、桜井先輩は透かさず告げた。

「俺、スキーサークルに、そんな下品なゲームをする親しい友達はいないけど」

「あ、なんだ……だったら私の勘違いだったんですね。すみません……」

　彼女はあっけらかんとそう言い、なにごともなかったかのように笑った。

　そして挙句の果てには、

「ちょっと急用を思い出したので、これで」

　と、沙織は私と桜井先輩をカフェテラスに残し、そこを出ていったのだ。






「時間、大丈夫？」

「えっ？」

「少し話そうか、真里菜」

「あ、はい……」

　桜井先輩からそう言われ、私は沙織がいた席に座わる。こうして二人で話すのは、何か月ぶりだろう。彼が別にミルクティーを購入し、運んできてくれた。

「ありがとう、ございます」

　すると桜井先輩は悲しそうに言った。

「ごめん、なにも知らなくて」

「え……」

「そんな噂が、出回っていたとは思いもしなかった」

「ち、違うんです」

　そう、それは単なる噂ではなく、きっと沙織が作り出した意地悪な嘘だ。それを鵜呑みにした私がバカなだけ。

「私が悪かったんです。先輩を信じることができなくて」

「だったらどうして、ラブホに？」

「それは……」

「すぐに別れることもできたはずなのに」

　私は本当のことを話した。

「せめてゲームに、勝ってほしかったから……」

「それで、自分を差し出そうと？」

「でも勇気がなくて……」

　あの瞬間を思い出すと、今でも赤面する。自分からラブホに誘ったのに、最後の最後で逃げ出してしまうなんて。子供過ぎて、考えただけでも情けなくなった。

「あのとき俺も、どうかしてたんだ。君からラブホに誘われ、びっくりしたというか……」

　だから桜井先輩は、冷たかったのだろう。

「私も先輩のお部屋に呼んでいただけなくて、焦ってつい……」

　そんな弁解をした。

「俺の部屋で二人きりになったら、就活のストレスで君を求めてしまいそうで。いい加減なことは、したくなかったんだ」

「そう、だったんですね……」

　私は本当にバカだ。沙織に騙され、これほど大切にしてくれた桜井先輩を疑っていたのだから。

　彼は誠実で、素敵な人だった。裏を返せば、裏切っていたのは私だろう。

　真意を問いただそうと思えば、できたはずだ。しかし敢えてしなかったのは、怖かったのだ。処女狩りのゲームをやっていると、彼から告白されるのが。

　桜井先輩がそういう人だと、決め付けていたのだろう。私が彼を、冒涜していた。

　最低……。

　そしてそんな自分が許せず、どこまでも申し訳ない気持ちになってしまう。

「真里菜」

「え……？」

　先輩は親しみを込めて私をそう呼んだあと、

「もう一度俺と、やり直さないか？」

　嬉しい提案をしてくれる。

　でも……。

　私は彼の言葉を遮るように言った。

「そういえば先輩、就職が決まったんですよね」

「あ、うん」

「おめでとうございます」

　私は長崎から持ち帰ったお守りを差し出した。

「これ……」

「えっ？」

「夏に祖母の家に行ったとき、近くの神社でもらった就職内定祈願のお守りなんですが……この神社、仕事運全般にご利益があるみたいで。なので、もしよかったら……」

　いつか渡せればいいなと、これもクリーニング代の封筒と同様、常に持ち歩いていた。

「あり、がとう」

　先輩は受け取ってくれる。

「もしかして夏休みもずっと、俺の就職の心配を……？」

「たとえゲームであっても、桜井先輩は私のようなブスと付き合ってくれたんです。優しくもしてくれました。だから、せめてものお礼です」

「真里菜……」

「先輩のこと、これからも遠くから応援しています。本当にいろいろご迷惑をおかけし、すみませんでした。そして、ありがとうございました」

　最後に私は彼に頭を下げ、カフェテラスを出ていた。






　どうしてこんなに、涙が出るのだろうか。もう一度付き合ってくれると、桜井先輩が言ったからだろうか。

　だとしても手のひらを返したように、すぐに好意に甘えることはできない。私は沙織の嘘を信じ、一瞬でも彼を疑ってしまったのだから。自分が許せなかった。

　それにもうすぐ社会人となる桜井先輩にはこれから、新しい世界が待っているだろう。入社するテレビ局には、素敵な女性がたくさんいるはずだ。

　たとえ同情心から私と付き合っても、長続きするはずなどなかった。いずれにしても自分に自信のない私は、またなんらかの形で彼を疑い、傷つけてしまうだろう。

　それなら……。

　ここで終わりにする方が、お互いのため。沙織の嘘には心底頭に来たが、不釣り合いの人に恋してしまった私の宿命だったのだ。

　最後に彼との素敵な思い出ができただけでも、本当によかった。

　元気、出して……。

　私はそう言って自分を励まし、あふれ出る涙を拭った。

















６　幸せになりましょう、ブスでも












　二年になった私は、少しだけテニスが上手くなっていた。サークルには休まずに出て、春には新入部員の勧誘も積極的に行った。

　運動が苦手でテニスも下手だけど、真面目な性格からか、私にできることはすべてやろうと心に誓っていた。

　面倒なサークルの仕事や部室とロッカールームの掃除も、楽しみながらやった。今ではなにやら、来年の部長候補だという。

　カリスマ性のない私が部長など、絶対にあり得ないが、そう言ってもらえるだけでも嬉しい。

　今年の夏休みは、各大学対抗の試合にも出場する予定だ。

　希望者は全員出られるという緩いものだが、中には桜井先輩のように本当に上手な人がいて、油断はできない。

　私は必死に練習した。
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　そして、テニス大会の当日――。

　それはもう、これまで感じたことのないほどの緊張とプレッシャーの中に、私は立っていた。

　初めはダブルスで出場する予定だったが、人数の関係でシングルスとなり、ひとりで出ることになったのだ。

　コートに入ると全身が震え、硬くなった。ミスを連発する。サーブも入らない。

　はあ、もう駄目……。

　相手のサービスは速く、打ち返すのも至難の業だ。これではいつも通りの実力が出せたとしても、勝てそうにない。このままでは、ストレートで負けそうだ。

　どうしよう……。

　すると、

「頑張れ、真里菜！」

　どこからか、桜井先輩の声がした。

　空耳……？

　人間、焦りと緊張がピークに達すると、幻聴に見舞われるらしい。

　しかし、

「ボールをよく見て、とにかく相手の足元に返せ！」

「えっ？」

　驚いた私が声のする方を見ると、そこにはネクタイを締め、ビジネススーツの上着を肩に引っ掛けた、どこまでもカッコいい桜井先輩が、コートの周りを囲むフェンスの金網に貼り付いている。私を応援してくれていた。

「先輩……」

　あまりのオーラに、彼がいるところだけ眩しく見えるほどだ。

「なにぼんやりしてるんだ、真里菜！　最後まで、諦めるな！」

「あ、はい！」

　私は相手からのサーブに身構えた。速いサービスが打ち込まれたが、初めて綺麗にレシーブが返せ、リターンエースが決まった。

「やった！」

　結局試合には負けてしまったが、その一球だけはいつまでも私の目に焼き付いていた。
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　試合のあとに打ち上げがあって、桜井先輩も参加した。居酒屋の一次会では、二十数人分の費用をすべて彼が出した。

　後輩思いで、就活の勝ち組。現在テレビ局に勤務する桜井先輩の周りには、みんなが集まり、話を聞きたかった。

　もちろん私も先輩のことが気になったが、傍に近づくことさえできない。

　やがて楽しく盛り上がった一次会は終わり、帰る人と二次会のカラオケに行く人に別れた。

「私は、これで……」

　まだお酒も飲めない。しかも今日は、人生初の試合で疲れている。ここで失礼させてもらうことにした。

　桜井先輩はみんなと一緒に、二次会へ向かうようだ。ゆっくり話をすることはできなかったが、元気な顔が見られて満足だ。

　私はひとり、地下鉄の駅まで歩いた。






　そしてホームで電車を待っていると、

「真里菜」

　振り返ると、ビジネススーツに身を包んだ桜井先輩が走ってくる。

「二次会に行くはずじゃ……」

「俺も帰ることにした。実は、夜勤明け」

「そうなんですか……!?」

　そして、ホームで今日の試合の話などをしていると、私が乗る電車が先に入ってきた。

「では、ここで。ありがとうございました」

　名残惜しいけど、そう挨拶をして乗ろうとすると、

「俺も同じ方向だ」

　先輩が一緒に乗車してくる。

「でも……」

　電車のドアが閉まった。

「大学近くの部屋からは、もう引っ越ししたから」

「あ」

「今は六本木にある、親が所有するマンションにひとりで住んでいる」

　そっか……。

　彼は大学を卒業したのだから、それは当たり前のことだ。次はご両親が所有する六本木のマンションで、暮らしているようだ。

　というか、先輩の家はどれほどお金持ちなのだろうか。

「よかったら、今度遊びに来て」

「えっ？」

「俺のこと、許してくれたらの話だけど」

「そんな、先輩のこと、許すだなんて」

　そう、許してもらいたいのは沙織に騙されて、彼を疑った私の方だ。

「じゃあ、今の言葉……ＯＫだと受け取るけど」

「……はい」

「真里菜が箱入り娘じゃなかったら、本当は今すぐ誘いたいところだ。明日、休みだから」

「あの私、箱入り娘じゃありませんよ……」
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　私はときどき、大胆な自分が信じられなくなる。普段は真面目で、引っ込み事案。どちらかというと、のろまなのに。きっとその反動が、一気に出るのだろう。

　私はサークルの女友達の家に泊まると、母にメールをした。

　先輩はただ遊びに来いと言っただけで、泊まりに来いとは誘っていない。だからもしものときは、カプセルホテルに宿泊する覚悟だ。






　そして六本木にある桜井先輩が住むという高層マンションに到着した私は、またまた驚いていた。

　部屋全体の広さが二百平米以上はあるという高い天井のモダンなリビングからは、はめ殺しのガラス窓越しに、美しい都会の夜景が一望できる。

　床は高級感のある大理石で、毛足の長い真っ赤な絨毯が白い革のソファーとガラスのローテーブルの下に敷かれていた。そのコントラストが印象的で、とてもお洒落だ。

「すごく素敵なお部屋ですね。夜景も綺麗だし……」

　部屋全体を見渡し、感激してそう言う。

「ちょっと広くて使いにくいけど、どこへ行くにも便利だし。なによりここしか、局に近い部屋が空いてなかったんだ」

「でも確か、ご両親が所有されてるマンションだって……」

「あ、うん。親は不動産業をやっていて、いくつか持ってるから。その中で適当な部屋を選んだら、ここしかなかった」

「そう、だったんですね……」

　初めて聞いた彼のバックボーンの大きさに、私はおののいた。スケールが違う。桜井先輩はいわゆる御曹司なのかもしれない。

　彼の優雅でどこか品のある立ち居振る舞いは、育った環境が影響しているのだ。

　にもかかわらず、あんな不埒なラブホに誘ってしまい、私はどこまでも恥ずかしかった。

「それより今日は、付き合う前でも部屋に来てくれたんだ……」

　白い革のソファーを勧めながら、先輩は言った。

　しかし私は立ったままでペコリと頭を下げ、

「去年はホントに頭が固くて、すみませんでした」

　愚かだった自分を詫びる。

「だけど、そういう真里菜が好きになったのかもしれない」

　桜井先輩もソファに腰かけることなく、立ったままで話を進めた。

「え……」

「もちろん今でも、好きだけど」

「今、でも？」

　ブスの私をこんなに思ってくれてたなんて、にわかに信じることができない。世界一の幸せ者だ。

「それでもひとつ、言い訳させてもらうと……」

　桜井先輩は少し視線を伏せた。

「付き合っていたとき、真里菜に手が出せなかったのは……自分に自信がなかったからだ」

「先輩が？」

　私は驚いて聞き返す。

「就職が、決まったわけでもなかったし。なにより学生で、経済的な自立もしてなかった。真里菜のすべてを俺のものにしたかったけど、まだあのときは責任が取れなかったから」「それなのに私、先輩をラブホに誘ってしまったんですね。あのときは先輩に騙されているんじゃないかと、本気で思っていて……ごめんなさい」

　長身の彼を見上げるように謝ってしまう。

　すると桜井先輩は、信じられないことを言った。

「お陰様で希望の職にも就け、研修が終わり、ようやく落ち着いた」

「あ、はい」

「真里菜、結婚を前提に俺ともう一度付き合ってくれないか」

「け、結婚……!?」

「卒業してからでもいいし。もしご両親が許してくださるのなら、すぐに籍を入れてもいい」

「ええっ？」

「生活はここでできるし、大学へも近いから」

「で、でも……」

　私は先輩の言葉のすべてを疑った。想像領域を遥かに越えている。

　しかもこんな素敵な部屋で、新婚生活を始めようだなんて……。

「もしかして私のこと、からかってるんですか？」

　頬を抓りたいのを我慢し、聞いた。

「騙してる、とか……？」

「また俺を悪者にするつもり？」

「じゃなくて、プロポーズしてもらえるなんて、思いもしなくて……」

　あふれそうになる喜びを必死で抑え、訴え続ける。

「だから先輩に私は、全然似合わないから！」

　すると彼は大きな溜息をついた。

「まだ焦らし続けるんだ……」

「え……？」

「ラブホ以来、俺は真里菜がほしくて堪らないのに」

「先輩……」

　そして彼はふたたび言った。

「結婚してくれ、真里菜」

　やはり彼はプロポーズしてくれている。

「本当に私みたいなブスで、いいんですか？」

「ブスでもブスでなくても、真里菜がいい」

「嘘、みたい……」

「俺の奥さんになって」

「は、はい……よろしく、お願いします……」

　桜井先輩は私を引き寄せ、大きな胸の中でぎゅっと抱きしめた。
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　久し振りのキスはそれだけでもう、私の全身を感じさせた。

　舌を口の中に挿入させてきた彼は、すぐに私のモノをからめとる。唾液を絡ませながら、激しく求め合った。

　桜井先輩が私の着ていたＴシャツを脱がせ、素早くブラホックを外した。

　胸元がふわりと軽くなったかと思うと、彼はキスを続けながらも、膨らみの先にある敏感な抱きをツンツンと弾いていく。

　ぞくりと身体がわなないた。そのあとは大きな手で、豊かな私のバストをむにゅむにゅと気持ちよく揉んでいく。

「あ、う……っ」

　下半身がじんじんと甘く痺れ出した。

　先輩は自身のネクタイを外し、白いワイシャツを脱いだ。リビングの灯りは間接照明が中心で、ムーディーに滲んでいる。テニスで鍛え上げた筋肉質で逞しい腕と肩、隆起した厚い胸板が私の目の前から飛び込んできた。

　彼は私の穿いていた膝丈下のジーンズのボタンを、無造作に外す。そっとチャックを下げた。

　……っ！

　そのあとは赤い絨毯が敷かれた大理石の床に跪き、ゆっくりと私のショーツをジーンズと一緒に下ろしていく。

「あ……」

　いつしかしゃがんだ彼の唇と舌が、私の股間にあった。大切な場所に、艶めかしいキスを落とし始める。

「シャ、シャワー……」

　ラブホのときを思い出した私は、そう呟いた。今日はまだ身体を洗っていない。そんな恥ずかしいところを、先輩に委ねることはできなかった。

　しかし、

「駄目だ……」

　彼はそう言うと、一糸纏わぬ姿の私の脚を強引に開く。

「え……」

　顎を突き入れ、ぬめる舌をはしたない蜜口に這わせた。

「あぅ、や……だ、めぇ……」

　呼吸が速くなっていく。彼の舌は私を立たせたまま、絶妙にソコをいじくった。

　敏感な蕾が舌先でチロチロと弾かれ、淫らな縦のラインはずるりと舌が舐め上げていく。

「や……う、く……っ」

　私は股間をまさぐる彼の髪を、掻き乱していた。たちまち快感の渦に、呑み込まれてしまう。

　ドクドクとした卑猥な疼きが処女の下半身を襲い、いつしか快楽の奴隷になっていた。

「は、あんっ……う、や……っ」

　やがて感じたときに出るというはしたない蜜が、私の敏感な入り口からあふれる。それは太腿の内側を伝い始めた。

　あまりの気持ちよさに、私は小さく腰を揺らす。折れそうになる膝を我慢した。

　すると先輩はその私のいけない尻を、両手でがっちり捕まえる。かと思うと滴る愛液を飲み込んだのだ。

「やぅ、先輩……」

　しかし彼が、私の小さな抗議を聞くことはない。大理石の床に敷かれた赤い絨毯の上に、なにも着けてはいない身体を押し倒した。

　彼自身もズボンと下着を取り、

「もう、待てない」

　と告げ、私の上に被さってくる。

　素早く両膝が立てられ、その間にぐいっと腰を割り入れてきた。

「先輩……？」

「ごめん、ちょっと痛いかも」

　彼は早口でそう言うと、私の中に硬く勃ち上がったソレを埋め込んだ。

「んっ、うううっ……」

　初めての痛みは相当なものだ。ものすごい圧迫感で、皮膚が張り裂けそうな気がした。しかし私は我慢する。先輩のために。

「大丈夫？」

「なん、とか……」

　しかし奥までその大きな塊を挿れ終えた彼は、前後に腰を揺らし出した。

「え……あ、や……っ」

　激痛に顔が歪む。私は彼の動きを止めようと、必死でその大きな背中にしがみついた。

　けれど彼は、私が感じていると思ったようだ。

「あ、先輩……」

「先輩、とは……なん、だ……？」

　途切れ途切れの息で彼が言った。

「だか、ら……」

　私の痛みも知らないで、激しく突いてくる。

「やぁ……だ、めぇ……もう少し、ゆっくり……して……」

　耐え切れなくなった私は、彼に頼んだ。

「もしかして、痛い？」

「ちょっと……」

　すると先輩は下半身の動きをいったん止め、私の胸へと手を伸ばした。

　薄赤く色付いた頂をきゅっきゅっと抓みながら、柔らかな膨らみをむにゅむにゅと揉んでいく。

「あ、はぅ……や……っ」

　胸への愛撫で、私に快感が戻った。股間の激痛が少しずつ和らいでくるようだ。

「ん、あ……ぅ」

　そして彼を見ると、はあはあと息を乱している。うっとりと気持ちよさそうな顔をしていた。

　もしかして、私に感じてるの……？

　大好きな人に、女として快感を与えている。そう思うと嬉しくて、心が満たされるようだ。

　下肢の痛みはいつしか、幸せな疼きに変化していた。やがてそれはこれまで経験したことのない悦びをもたらし、私を快楽の世界へ導いていく。

「あ、や……い、いい……っ」

　ドクドクとした気持ちのいい疼きが、下から昇ってくる。

　先輩はゆっくりと、また私を突き始めた。蜜口からは愛液が出てきたのか、擦れる部分の滑りがよくなっている。

「や……あ……亮介、さん……」

　彼は欲望の出し挿れの幅を大きくした。さらにスピードを上げていく。

「ああ、あぁ……だ、めぇ……っ」

　私の呼吸ははあはあと、どこまでも乱れた。なにかに掴まりたい気がして、彼の背中に爪を立ててしまう。

　それでもなおも激しく、彼は大きな塊を下から押し込んだ。

「や……い、いい……もう、だめ……っ」

　下半身からは、崩れるような快感が昇ってきた。いつしか私は薄赤く色付いた乳首の先を天井に向け、淫らに押し上げている。

　不埒なリズムに身体を揺らし、私ははしたなく喘いだ。

「ああ、だめ……気持ち、よ過ぎる……」

　そして初めての私に、快楽の頂点が訪れたようだ。どこまでも深く感じてしまう。

　いつしか呼吸を止め、足先をぴんと伸ばしていた。彼の大きな欲望を掴まえようと、蜜口をぎゅっと締め付ける。

「や、やあぁぁぁぁ……」

　極上の快感は、未知の官能の世界へ私を導いた。こんなに感じるとは、思いもしなかった。

　そのあとは力が抜け、身体がだらりとなってしまう。

　桜井先輩は先に快楽の階段を昇り詰めた私を追いかけるように、ピストンを速めた。

　ブンブンとものすごいスピードで抽挿し、やがて、

「う、ううっ……」

　気持ちよさそうに顔を歪めたかと思うと、私の中へ愛の証を吐き出した。






＊＊＊






　亮介さんはそれからすぐ、私の家へ挨拶にきてくれた。両親も彼の誠実な人柄が気に入り、渋々だけど大学に通いながら結婚することを許してくれる。

　披露宴は来年の春に執り行うことになり、私たちはとりあえず教会で式だけを挙げた。籍も入れ、ブスの私は八木真里菜から、桜井真里菜となった。元ミスター慶明の伝説の妻になったのだ。






　そのめでたいニュースは、大学構内を駆け抜けた。あっという間に、広まってしまう。

　さすがにテニスサークルのメンバーに隠し通すわけにはいかず、彼と相談して内緒で打ち明けたのだが、どうやらそこが発信源となり、みんなに知れ渡ってしまったようだ。

　沙織とはあれから、ほとんど話していなかった。私に近づいてこないところを見ると、少しは反省をしているのだろうか。

　いずれにしても彼女が、私たちの結婚を知ったときの反応が気になった。悔しがる顔を想像すると、ちょっと愉快になる。






　そして私はただただ、亮介さんに感謝するのみだ。片道一時間以上かかっていた大学への通学時間も、今では半分以下になっている。六本木の高層マンションでの新婚生活は快適で、楽しかった。

　なにより彼の傍に、妻としていられる幸せといったら……。

　亮介さんも希望した報道部で、すごく頑張っている。

　勉強にテニス、そのうえ家事まで私に全部押し付けたら申し訳ないと、彼は分担しようと提案してくれたが、そういうわけにはいかない。夫である彼を支えることが、妻である私の生き甲斐なのだから。

　ブスにも幸運の女神は、微笑むらしい。ブスでも幸せになれる。

　外見の善し悪しが、人生を歩んでいく上でまったく関係ないとは言わないけど、それを決めるのは自分自身。

　私は大切なそのことに、ようやく気付かされていた。
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